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議　　　事　　　日　　　程 

令和５年第４回浜中町議会定例会 

令和５年１２月７日午前１０時開議 

 
日　　　程 議 案 番 号 議　　　　　　件

 
日程第　１ 会議録署名議員の指名

 
日程第　２ 議会運営委員会報告

 
日程第　３ 会期の決定

 
日程第　４ 諸般報告

 
日程第　５ 行政報告

 
日程第　６ 認定第  １号

令和４年度浜中町一般会計歳入歳出決算の認定

について（決算審査特別委員会報告）

 

日程第　７ 認定第  ２号

令和４年度浜中町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について（決算審査特別委員会報

告）

 

日程第　８ 認定第  ３号

令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について（決算審査特別委員会

報告）

 
日程第　９ 認定第  ４号

令和４年度浜中町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について（決算審査特別委員会報告）

 
日程第１０ 認定第  ５号

令和４年度浜中診療所特別会計歳入歳出決算の

認定について（決算審査特別委員会報告）

 
日程第１１ 認定第  ６号

令和４年度浜中町下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について（決算審査特別委員会報告）

 
日程第１２ 認定第  ７号

令和４年度浜中町水道事業会計決算の認定につ

いて（決算審査特別委員会報告）

 
日程第１３ 一般質問

 
日程第１４ 議案第 99 号

浜中町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について

 
日程第１５ 議案第 100 号

浜中町水道事業給水条例の一部を改正する条例

の制定について
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日程第１６ 議案第 101 号

浜中町農業用水道給水条例の一部を改正する条

例の制定について

 
日程第１７ 議案第 102 号 工事請負契約の変更について

 
日程第１８ 議案第 103 号 令和５年度浜中町一般会計補正予算（第６号）
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（開会　午前１０時００分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開　　会　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　ただいまから令和５年第４回浜中町議会定例会を開会します。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開　　議　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　これから本日の会議を開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、９番成田良雄議員及び１番三

上浅雄議員を指名します。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第２　議会運営委員会報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第２、議会運営委員会報告をします。 

　本件については、議会運営委員会から本定例会の議事運営について報告書の提出があり

ました。 

　委員長より報告を求めます。 

　１番三上浅雄議員。 

○１番（三上浅雄君）　皆さん、おはようございます。 

　議会運営委員会報告をいたします。 

　令和５年第４回定例会の開催に向け、過日、議会運営委員会を開催いたしましたので、

その結果についてご報告を申し上げます。 

　委員会は１１月３０日に開催いたしました。 

　お手元に配付の本委員会報告書に記載した内容のうち、主な事項について報告をいたし

ます。 

　本定例会へ上程された議案等でありますが、委員会報告書に記載のとおりであります。

また、議事日程についても各議席に配付のとおりであります。 

　一般質問でありますが、議長に対し、４人の議員からの４件の通告がありました。発言

の順序については通告順によるものとし、時間制限６０分以内の一問一答方式で行います。 

　次に、議案等の取扱いですが、認定第１号から第７号までについては、令和４年度の一

般会計外各特別会計決算の認定事案であります。 
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　本件については、第３回定例会に提案され、９人の議員による決算審査特別委員会を設

置し、当委員会に審査付託されておりましたが、今般、議長に対し、審査報告書が提出さ

れたところであります。 

　いずれも関連であり、一括議題といたしますが、審議については、委員長口頭報告の後、

採決いたします。 

　その他、議案等に関しては、所定の方法によりそれぞれ審議を行います。 

　以上、議事運営に関する主な事項について、その概略を申し上げましたが、通告のあり

ました一般質問並びに上程されました議案等の件数及びその内容を勘案し、委員会におい

て慎重な協議を重ねてきた結果、本定例会の会期については本日から８日までの２日間と

決定いたしました。 

　つきましては、本定例会の議事運営について、議員各位の特段なるご協力を賜りますよ

う、ここにお願いを申し上げまして、議会運営委員会報告といたします。 

○議長（落合俊雄君）　お諮りします。 

　本件は委員長報告に対する質疑を省略したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本件は委員長報告に対する質疑を省略することに決定しました。 

　これで報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第３　会期の決定 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第３、会期の決定を議題とします。 

　お諮りします。 

　本定例会の会期は、議会運営委員会報告のとおり、本日から８日までの２日間としたい

と思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本定例会の会期は本日から８日までの２日間と決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第４　諸般報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第４、諸般の報告をします。 

　まず、本定例会に付された案件はお手元に配付のとおりであります。 

　次に、今議会までの議会関係・諸会議等については、記載のとおりであります。 



- 5 - 

　ここで、さきの９月定例会における三膳議員の一般質問において、一部不適切な発言が

ありました。 

　具体的に申し上げますと、霧多布温泉ゆうゆの施設において売られている商品について、

周辺で売られている価格に比較し、２倍、３倍で売られているとの発言やぼったくりみた

いなとの発言、さらには、コンソーシアムと言うべきところを株式会社との発言がありま

した。 

　このことにつきましては、事実確認を行った結果、実際は最大で１．８倍程度であり、

２倍、３倍で売られているとの発言は事実誤認であり、また、それ以外の発言も議場にお

ける発言としてはふさわしいものとは言えず、相手方の名誉を毀損し、営業妨害に値する

ものと判断いたしました。 

　ここで、議会といたしまして、改めて、この場で発言を撤回させていただきますととも

に、関係者に対し、深くおわび申し上げる次第です。 

　誠に申し訳ございませんでした。 

　ここで、三膳議員より発言の申出がありましたので、これを許します。 

　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　９月定例会において一般質問した内容に事実と異なった発言と不

適切な発言をした張本人の三膳時子です。 

　大変申し訳ありませんでした。 

○議長（落合俊雄君）　これで諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第５　行政報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第５、行政報告を行います。 

　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　おはようございます。 

　本日、第４回浜中町議会定例会にご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

　さきの議会から本日までの主なる行政報告を申し上げます。 

　１１月２３日、第１回浜中環境意見交換会が茶内コミュニティセンターにおいて開催さ

れました。 

　この意見交換会は、ＮＰＯ法人シマフクロウ・エイドの主催で、本町が持つ貴重な自然

環境を未来の世代へ引き継いでいくことを目的に行われました。 

　多くの町民の参加の下、基調講演の後、浜中町の環境保全をテーマに活発な意見交換が

行われ、浜中町の自然を未来へ残すためにできることを考える貴重な時間となりました。 

　町としましても、自然と産業が共存するまちを目指し、未来の世代に引き継いでいくこ

とを最優先に景観計画の策定や景観条例の制定などに取り組んでまいります。 

　１１月２９日、令和５年度北海道公安連絡会議が札幌市において開催されました。 
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　この会議は、北海道開発局港湾空港部の主催で、北海道における今後の港湾整備事業の

方向性や各港湾管理者の共通課題等について意見交換を行うことを目的に行われました。 

　地方港湾管理者の首長など、約３０名の参加の下、開発局より、北海道国際流通機構―

ＨＩＤＯを活用した農水産物輸出促進の取組、民間活力を生かした港湾の魅力向上、洋上

風力と漁業との共生の可能性やブルーカーボンによるＣＯ２吸収の取組などが説明されま

した。その後、港湾管理者による先進事例の取組の発表やそれに対する現状や課題などの

意見交換が行われ、港湾整備の今後の在り方について協議されたところであります。 

　１１月３０日、令和５年度釧路定住自立圏に関する意見交換会が釧路市で開催され、釧

路管内の市町村長と釧路総合振興局地域創生部長などが出席いたしました。 

　この日は、釧路市の担当職員から、今年度の釧路定住自立圏共生ビジョンの策定状況の

説明を受けた後、「地域産品の高付加価値化」をテーマに意見交換を行いました。今回、

各自治体のこれまでの地域産品に関する取組や施策を改めて情報共有するとともに、釧路

管内の８市町村が広域的に協力し、いかに釧路圏域の食材の魅力を発信していくかといっ

たことに関して意見を交わしたところであります。 

　次に、口頭で農漁業の最近における生産状況について申し上げます。 

　最初に、農業の生産状況であります。 

　今年の牧草の収穫状況ですが、一番草は、生育、収穫とも例年以上の収量を確保した模

様であります。二番草では、夏場の酷暑により品質への影響が心配されましたが、全体的

に見て年間に必要な粗飼料は十分確保されているものと考えます。 

　生乳の生産状況につきましては、４月以降、各月とも前年度実績を下回る生産が続いて

おり、１１月末現在の生産量は、７月下旬から続いた猛暑の影響を受けたことも相まって、

前年同期との比較で９５．８％と低く、依然、管内平均を下回る状況で推移しております。 

　今後は、良質な粗飼料給与による生乳生産の増産を期待するところであります。 

　次に、漁業の生産状況であります。 

　成昆布漁は、浜中漁協１０月１０日、散布漁協１０月１２日に終漁、浜中漁協２９日、

散布漁協３０日の出漁となり、おおむね例年どおりの出漁日数となりました。 

　生産予想は、繁茂最盛期の８月に出漁ができず、そのしけで昆布が流出したことで、９

月に入ってからの水揚げが落ち込み、計画量の９．７％減の８２５トン、１２億３９００

万円が見込まれております。 

　次に、イワシ漁ですが、地元漁船の水揚げ量は、対前年比３１．９％増の５４７．２ト

ン、漁獲高は１４．８％増の５５００万円となっております。 

　次に、サケ定置網漁ですが、例年同様、浜中漁協６系統、散布漁協４系統で操業、１１

月１４日に終漁しております。 

　今年度は、両漁協を合わせた水揚げ量は、対前年比３１．３％増の２６０．４トン、漁

獲高は１２．７％増の１億７２００万円となっております。 

　次に、タコ漁ですが、浜中漁協８隻、散布漁協４隻が操業、１１月末現在の水揚げ量は



- 7 - 

対前年比２８．４％減の３３．８トン、漁獲高は２８．５％減の３５００万円となってお

ります。 

　次に、ウニ漁ですが、赤潮発生の被害から順調に回復してきております。 

　１１月末現在、養殖ウニの水揚げ量は対前年比７９．７％増の５１．４トン、漁獲高は、

価格に恵まれ、１２８．５％増の４億８６００万円、ウニ潜水業の水揚げ量は対前年比２

９．５％増の１３．６トン、漁獲高は１５．３％増の７６００万円となっております。 

　そのほか、例年同様に、タラ、カレイなどの刺し網漁が行われております。 

　また、散布漁協アサリ漁も１２月１日に解禁、今シーズンは７０トンの水揚げを予定し

ており、今後とも安定した水揚げに期待しているところであります。 

　以上、行政報告とさせていただきます。 

○議長（落合俊雄君）　引き続いて、教育委員会より教育行政報告を行います。 

　教育長。 

○教育長（佐藤健二君）　改めまして、おはようございます。 

　さきの議会からこれまでの教育行政の主なものについてご報告いたします。 

　１２月４日には、第３回浜中町部活動地域移行検討協議会が総合体育館で、委員１４名

が参加し、開催されました。 

　会議では、本年度のこれまでの取組経過を説明し、今後の展望については、令和６年度

について、試行的な取組として、３から４の競技種目を拠点校方式として実施し、その取

組を検証するということを計画しております。そして、令和７年度には本地域移行の制度

設計を仕上げ、そして、令和８年度には中学校で設置される部活動を再編し、拠点校化を

完全実施することとしております。 

　現在、この取組に向けて大きな問題点となっているのが拠点校方式で実施する際の生徒

の送迎方法と指導者の確保であります。 

　今回が本年度最後の会議となりますが、委員からは多くの意見をいただき、これまでの

部活動の在り方に縛られず、新たなスポーツ・文化活動をするクラブ組織を創造すること

の重要さ、そして、その取組の中で、これまで活動に参加する上で課題であった住む場所

によって生じる体験格差を解消していくことを確認いたしました。 

　次に、行政報告に記載はありませんが、口頭で１点について報告させていただきます。 

　事前に資料を配付させていただいておりますが、令和４年度教育委員会の権限に属する

事務の管理及び執行状況の点検評価報告書についてであります。 

　この報告書につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、

教育委員会は、毎年、その執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないことになっております。 

　点検と評価の対象につきましては、浜中町教育目標を具現化した令和４年度教育行政執

行方針の推進状況について、施策、事業等の実施結果を対象として点検と評価を実施して

おります。 
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　点検及び評価が自己評価であるため、客観性を確保する観点から、以前、浜中町に勤務

経験のありました元校長の坂東薫氏と岡嶋治氏のお２人からご意見をいただきました。 

　その意見の詳細につきましては、報告書の３６ページから４１ページに記載のとおりで

あります。 

　なお、公表の方法につきましては、町民の目に留まる公共施設等に備えつけ、また、各

学校に配付するなどの方法で周知をしてまいります。 

　報告書につきましては、自ら実施した施策あるいは事業について体系的に、しかも詳細

に明文化しておりますが、まだまだ改善する箇所もあるかと思います。 

　今後も、教育委員及び事務局職員との関係において、教育に関する情報に関してはもち

ろんのこと、目の前の課題をしっかりと共有しながら、関係者が一丸となって本町教育の

推進に努めてまいりたいと思います。 

　以上、教育行政報告といたします。 

○議長（落合俊雄君）　これで行政報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第６　認定第１号　令和４年度浜中町一般会計歳入歳出決算の認定について（決算 

　　　　　　審査特別委員会報告） 

　日程第７　認定第２号　令和４年度浜中町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて（決算審査特別委員会報告） 

　日程第８　認定第３号　令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

　　　　　について（決算審査特別委員会報告） 

　日程第９　認定第４号　令和４年度浜中町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て（決算審査特別委員会報告） 

　日程第１０　認定第５号　令和４年度浜中診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

（決算審査特別委員会報告） 

　日程第１１　認定第６号　令和４年度浜中町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

　　　　ついて（決算審査特別委員会報告） 

　日程第１２　認定第７号　令和４年度浜中町水道事業会計決算の認定について（決算審　 

　　　　　　　査特別委員会報告） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第６、認定第１号ないし日程第１２、認定第７号を一括して

議題とします。 

　本件については、令和５年第３回定例会において提案され、９人の委員によって構成す

る決算審査特別委員会を設置し、同委員会に審査、付託の上、閉会中の継続審査としてい

たものであります。 

　同委員会において審査を終了し、このたび報告書の提出がありました。 

　委員長の報告を求めます。 
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　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　本委員会に付託されていた令和４年度各会計の決算については、

延べ４回の委員会を経て慎重に審査した結果、報告書のとおり認定すべきものと決したと

ころでありますが、審査概要や審査過程の中で各委員から出された留意事項などについて

口頭で報告いたします。 

　１０月５日開催の第２回委員会では、各担当課から決算概要の説明を受けた後、決算書

及び主要施策の実績等を基に２８項目の質問事項を抽出し、その回答を求めております。

１１月６日には、回答書に基づく担当課からの説明を伺い、各委員独自の視点からの質問

に対しても回答を得たところです。 

　歳入では、諸税の現年分収納率は高い水準にあるものの、過年度分については滞納件数、

滞納額ともに若干増加しており、高額滞納者数も数件増えていることに留意し、滞納整理

機構への引継ぎを含め、引き続き収納対策に取り組んでいただきたいと思います。 

　税外金の収納については、職員の地道な折衝努力にかかっている中、各種使用料、分担

金、負担金の滞納額が減少しており、担当課の努力の跡がうかがえました。ただ、一部、

新たな滞納が発生している点には留意が必要と思われます。 

　また、折衝記録てんまつ書への記載方法が統一され、課を横断した情報共有が図られる

ことから、債権管理条例に基づいた取扱いを含め、職員が本来業務に専念できる環境づく

りも必要であります。 

　ふるさと納税に関しては、寄附件数、寄附額とも増加傾向にあるものの、制度の性質か

ら右肩上がりでの推移は難しいものと思われます。町が目指すこの制度の最終目標である

関係人口、交流人口を増やし、まちの活性化に結びつけることが大切であると思われます。 

　ただ、ふるさと納税による寄附は貴重な自主財源であることからも、さらなる取組の強

化と目的別クラウドファンディングの実施の検討にも期待するところであります。 

　歳出では、総務費７件、民生費３件、衛生費３件、商工費２件、消防費１件について、

予算の執行状況や事業継続の在り方及び事業実績の活用などをただし、担当課からの回答

を伺いました。一部、執行状況や執行残の扱いに不適切な案件がありましたが、反省点や

再発防止などについての考えが示されたことから、各会計の決算内容についてはおおむね

良としたところであります。 

　翌日の１１月７日には、改めて町長の考えを伺っておくべき事項として、前日に抽出し

た総括質問２件について意見交換を行いました。 

　１点目は、地域おこし協力隊の積極的な活用についてであります。 

　地域おこし協力隊は、都市部から地方への人口移動を促し、地域の維持、強化を図るこ

とを目的に２００９年度に創設された総務省の事業で、実施した地方自治体へは、隊員１

人につき年４８０万円を上限に、最長３年間、特別交付税で措置するものであります。 

　隊員の定住、定着を図ることを主目的としており、隊員が起業する場合にはそれを支援

するメニューもあります。 
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　主な地域活動としては、地場産品の開発、販売や農林水産業への従事、水源地や森林の

保全活動、観光事業のＰＲや企画立案、学校行事の支援や子どもたちとの交流活動、地域

行事、伝統芸能の応援や都市住民の移住・交流支援など、多岐にわたっての活動がありま

す。 

　本町の協力隊員受入れは、現隊員が２人目でありますが、前隊員のときも１名体制であ

りました。活動内容は違っても複数人体制とすることが事業成功への足がかりになると考

えます。単に労働力確保としてではなく、将来的には浜中町民となってもらうことを前提

に、行政業務に特化せず、各団体とも活動内容を協議し、協力隊員の増強を図ること。 

　２点目は、再生可能エネルギー導入実行計画の基本的考え方についてであります。 

　令和４年度第１回定例会において、地域再エネ導入目標策定委託料９９６万６０００円

が予算計上されました。 

　そのときの説明では、国が掲げた２０５０年カーボンニュートラルに向け、本町が取り

組める再エネの選択などを含め、実行計画を策定するための基礎調査を委託するものとの

ことでありました。 

　このたび、本委員会でその基礎調査の結果を質問したところ、既に実行計画が出来上が

っているとのことでした。当初予算内で実行計画の策定ができたことには何ら異論はござ

いませんが、計画内容と進め方及び交渉の仕方や情報共有の在り方について、基本的な考

え方を問いました。 

　温暖化対策は、全世界で取り組む必要がある課題であります。本計画では、目標値の９

割強が太陽光発電であり、財源、設置場所、耐用年数、電力会社の体制など、協議すべき

ことが多々あります。 

　本町は、今後、公債費比率が高くなることから、各事業の厳選が求められます。また、

電力事業に関しては、国、電力会社の方向性が定まっているとは言い難く、不透明な部分

もある中、一地方自治体が背伸びをしてまで取り組む環境にはないと思われます。さらに

は、ＣＯ２吸収としての森林の整備や実証実験中のブルーカーボンなど、様々な視点からの

取組が必要であり、計画ありきで進めるのではなく、町民が求める施策との優先度を考慮

し、慎重に取り組むことを望みます。 

　町は、様々な事業計画策定を業務委託料として予算提案されます。議会は、その必要性

や有用性をただした上で議決することから、策定された計画内容を知っておく義務がある

と言えます。 

　高齢者保健福祉計画・介護事業計画、あるいは、障がい福祉計画や子ども・子育て支援

計画など、策定が義務づけられているものは、その都度、冊子を通して知ることができま

すが、そうでないものはホームページ上での公表となります。 

　方法としてはホームページの活用がベターであると思いますが、単に担当課のページに

貼りつけただけでは、毎日のようにチェックしなければ公表されたことに気づけません。

せめて、新着情報として載せるか、ホームページにアップしたことを知らせるなど、共創
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の基本である情報の共有に努めていただきたいと思います。 

　また、今回の再エネ計画のように、長期的、継続的に取り組む事業については、一部の

関係者だけではなく、行政内部で情報を共有することが必要と思われます。人事異動やプ

ロジェクトの立ち上げが必要になったときなどに有効であり、少なくとも管理職レベルで

は情報の共有を図っておくべきと考えます。 

　以上、令和４年度決算審査に当たって、各委員から出された意見や留意点の一部を申し

述べましたが、今後も、共創のふるさとを基本にした行政運営に努めていただくことを申

し添えて、口頭報告といたします。 

○議長（落合俊雄君）　これから認定第１号ないし認定第７号を採決します。 

　この決算に対する委員長報告は、認定を可とするものです。 

　この決算は、委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、認定第１号ないし認定第７号は委員長報告のとおり認定することに決定し

ました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１３　一般質問 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１３、一般質問を行います。 

　通告の順番に発言を許します。 

　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　通告に従い、一般質問を行います。 

　質問事項は、齊藤町長の所信表明を受けてであります。 

　このたびの町長選挙は、１０月３日告示、８日の投開票を経て齊藤清隆氏が当選、まず

もって新町長の誕生を歓迎いたします。 

　１０月３１日の臨時町議会では、これから始まる４年間の町政推進の所信が表明され、

通告書に記載の五つの重点政策が掲げられております。 

　第６期浜中町まちづくり総合計画を基本に据え、本町の未来づくり事業が推進されると

期待感を持っているところであります。 

　以下、重点政策の幾つかについて伺ってまいります。 

　まず１点目は、産業振興で持続するまちづくりについてであります。 

　農業の厳しい経済環境に対する新たな支援策とありますが、どのようなものか、また、

漁業も、水産資源の増大、養殖漁業の推進、地理的表示保護制度に認定登録の浜中養殖ウ

ニに続くクオリティーの高い農水産物のブランド化を推進し、１次産業の活性化につなげ

るとのことでありますが、新たな支援策と農水産物のブランド化への具体的な戦略につい

て伺います。 
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　商工業も購買力の低下で厳しい状況下にありますが、新たに起業する方々を応援する助

成制度の創設、新たな産業創出に向けて企業誘致を推進し、雇用者の住環境の整備促進を

図る新たな助成制度を創設するとのことでありますが、その新たな助成制度の内容につい

て伺います。 

　よろしくお願いします。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　それでは、ご質問にお答えをいたします。 

　今後の支援策について、所信表明の中では農漁業ともに新たな支援策については触れて

おりませんけれども、現時点で具体的な支援策はこれですということではなく、町といた

しまして、生産者の皆さんが意欲を持って持続的に経営ができる施策を、農漁業を取り巻

く情勢の変化を捉え、逐一、国や道が実施する施策の動向を注視しながら、産業団体と連

携を密にし、必要な対策を機動的に講じていく考えであります。 

　さらには、しっかりと生産者の安定した経営が将来にわたって維持できるよう、産業団

体や生産者との強い連携の下、国や道の支援をしっかりと勝ち取るため、積極的に要請活

動を行ってまいります。 

　次に、農水産物のブランド化への具体的な戦略についてでございますが、ブランド化へ

の一歩は、産地を知っていただくこと、浜中町産であると認識してもらうことで、ほかの

産地の農水産物と差別化を図り、競争力を高めることが重要であると考えております。 

　現在考えておりますのは、水産物につきましては、昆布、アサリ、ホッキ、マイワシ、

ハナサキガニの５点についてであります。 

　具体的な戦略につきましてはこれからになりますが、まず、ＧＩ登録にありましたよう

に、地域名が入った名称を決めることが始まりだと思っております。 

　ブランド化を進めるに当たっては、それぞれの水産物が持つ特徴を最大限にアピールす

ると同時に、販路とターゲットを明確にして、適切な層にブランドとして受け入れていた

だけるような戦略を築き上げるため、浜中、散布の両漁協、そして、各漁業部会と協議し

てまいりたいと考えております。 

　農産物のブランド化についてですが、高水準な環境下で生産、衛生管理されている浜中

町の生乳につきましては、飲用や生クリームはもちろん、ハーゲンダッツアイスクリーム

の原料にも使用されており、既に一定の知名度を得ており、ほかにタカナシ４．０牛乳や

放牧牛から搾ったタカナシの夏の牛乳も浜中ブランドとして位置づけられております。 

　畜産につきましては、町内で生まれ育ったホルスタイン種と黒毛和牛の交雑種のＦ１を

浜中黒牛としてブランド化され、農協の店舗でも販売されております。また、トンタス浜

中で育てられておりますブランド豚のはまなかほえいとんも全国区のブランド化となって

おります。 

　今後につきましては、これらの農水産物が町内で食べられるような取組を進めてまいり

たいと考えているところでございます。 
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　次に、新たに起業する方々を応援する助成制度の内容でございますが、長期化したコロ

ナ禍も５類に移行され、社会経済活動が回復傾向にありますが、その影響はあまりにも深

く、加えて、本町においても、人口減少をはじめ、物価高騰や光熱費の高止まりなど、様々

な要因による地域購買力の低下により域内消費額が減少し、それに伴う商工業の廃業も多

く見られる大変厳しい状況下ではありますが、私は、町内で起業を考えている方々を応援

するべく、浜中町地域企業振興基本条例の基本理念に基づき、新たな支援制度を創設して

まいりたいと考えております。 

　制度の詳細につきましては、今後、関係する団体や関係課と十分協議してまいりたいと

考えておりますが、新規の起業に加え、既存の事業者への助成も含め、喜ばれる制度設計

としたいと考えているところでございます。 

　本制度の創設により、商工業の発展と域内消費の増加をはじめ、雇用環境の創出による

人口減対策、さらには、観光振興の促進を図り、本町の地域経済の活性化につなげてまい

りたいと考えております。 

　いずれにしましても、３月定例会前の全員協議会の場で詳細説明をと考えているところ

でございます。 

　次に、雇用者の住環境の整備促進を図る新たな助成制度の内容でございますが、現在、

制度設計を進めているところでございます。詳細につきましてはまだ申し上げられる段階

ではございませんが、この制度創設の目的などについてお伝えしたいと思います。 

　私が取り組みたいと考えておりますのは、一番は庁内で事業を行う方の安定的な雇用を

環境面で支えたいということであります。 

　現在、基幹産業である酪農業、漁業をはじめ、建設業、水産加工業など、ありとあらゆ

る分野で人手不足が深刻な状態にあります。もちろん、このことは、本町だけではなく、

全国的な問題であり、どこの自治体も苦慮しているところだと思っております。 

　私は、この傾向については、今後も一層進展し、将来、あらゆる分野の経済活動が打撃

を受ける要因になると思っております。 

　事業を継続するには、労働力となる従業員を安定的に雇用していくことが鍵となります

が、その際に重要となるのは住まいの確保で、本町にも民間賃貸住宅はございますが、ほ

ぼ満室という状況にあります。 

　そこで、町内に民間賃貸住宅を建てようとする方や従業員の住まいの確保のため、宿舎

を建設しようとする方に対し、その費用の一部を助成することで雇用を安定させる環境づ

くりを支援したいと考えております。 

　この制度が創設され、活用されることで、町内で事業を営む方の経営の安定や発展はも

ちろん、新たな産業創出や企業誘致の推進にも役立てることができ、その延長線上で移住

者が増えれば、町内での購買など、様々な経済活動にもよい影響が期待されることと考え

ているところでございます。 

　まずは内部で検討を重ねまして、発信できる準備が整いましたら皆さんにお知らせした
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いと考えておりますので、少しお待ちをいただければと思っております。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　ただいま町長から詳しく質問に対する回答をいただきました。 

　私は、この所信表明を受けまして、具体的な中身が分かりませんでした。ただ、この所

信表明だけを読んでも町民の方が具体的にはどういう施策をやるのだろうかというような

ことが分かるようにしてほしいなということでの質問であります。 

　それを踏まえて、農業関係の新たな支援策という部分について言わせていただければ、

農業サイドの補助制度等は漁業関係から見ればもう格段に大きいわけですね。例えば、今

後、経済状況が悪化して、粗飼料が高騰するといった場合、国、道とともに支援する、町

も応分の負担をしながら支援するのがよろしいのではないかと私も考えておりますので、

そういうことを肝に銘じてやっていただきたいです。 

　それから、漁業関係ですけれども、ＧＩ制度を取りました浜中養殖ウニに加え、昆布、

アサリ、ホッキ、マイワシ、ハナサキガニの五つをＧＩ登録したいという前向きな話であ

りました。 

　確かに、浜中の物産でありますが、どこで買って食べられるのというようなこともあり

ますから、他地域にもありますが、浜中町でなければ食べられないというようなＧＩの登

録をしていただければなと思っておりますので、これに向けても、ぜひ、具体的な戦略を

持って取り組んでいただきたいです。 

　それから、商業の関係ですけれども、商業の経営者は、コロナ禍で消費の購買力が低下

しているなど、苦境に立っております。特に、飲食店は大変だということです。 

　今月の１日に総務経済常任委員会と商工会役員との意見交換会を開きました。この中で、

既存商店に対する支援、それから、新たに起業する事業者への支援を求める意見が出てお

りました。 

　苦境にある事業者と新規起業者への助成に関する制度設計については、先ほど、町長は、

今後、３月定例議会で具体的にと言いましたけれども、例えば、町内の既存の業者に対し

ては上限をどのぐらいするとか、新規事業者に対してはどのぐらいの額を支援するとか、

そういったことがこの場で言えるようでしたら、お答えをいただければと思います。 

　それから、企業を誘致してもそうですけれども、雇用者の住環境の整備については、お

答えがあったように、大事なことです。起業誘致した場合に住むところがないとかという

ようなことがなく、町内で働く人の住まいを確保するという意味から新しい制度設計をす

るということでしたが、その制度設計の内容について、もしこの場で発言できるのであれ

ばお願いしたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　ただいまの再質問にお答えいたします。 

　今、私が掲げた二つの助成制度についてであります。 

　１回目の答弁で助成額等は答えておりません。といいますのは、現在、制度設計をして
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いる最中だからであります。この制度設計をしっかりすることで、後々、欠点が出ないよ

うな制度にしたいと考えています。 

　今、ここで額を申し上げてしまいますと、額だけがひとり歩きしますので、この本会議

の場では控えさせていただきまして、あくまでも３月定例会前の全員協議会の制度が確定

しましたときに説明させてもらいたいと思っていますので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　１点目の質問については内容を理解いたしましたので、２点目の

質問に入らせていただきます。 

　元気あふれる活気に満ちたまちづくりでは、品質の高い農水産物の商品開発を推進し、

ふるさと納税の効果的活用とタウンプロモーションにより、全国の企業へまちの魅力を発

信して知名度アップを図る、また、食、自然、地域産業と連携した体験観光を推進、通年

型観光を目指すこととしておりますが、町の魅力や施策、情報を全国に広めるというタウ

ンプロモーションの具体的内容と戦略を伺っておきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　質問にお答えします。 

　タウンプロモーションに関しましては、私がこれまで本町における大きな課題であると

認識している情報発信、さらには、まちのＰＲの強化にもっと迅速に取り組んでいくため

の手法の一つとして掲げたところでございます。 

　タウンプロモーションですが、一つとして、町民の皆さんに浜中町に愛着を持ってもら

い、本町のすばらしさを再認識してもらうために町内向けに行うもの、もう一つは、町外

に対し、本町の施策や様々な情報などを広く発信し、何よりも多くの人に浜中町を知って

もらうことを最大の目的として行いたいと思っております。 

　具体的な施策や戦略は、今後、行政内部で、私も含め、関係部署が集まって、何が課題

なのかを洗い出し、協議するとともに、情報交換を早急に進めてまいりますが、私がタウ

ンプロモーションを行う上で重視したいと考えておりますことは、行政にとどまらず、町

民や各団体との連携の下、進めていくことであります。 

　その上で、一つ目として、町内各団体と協力の下、ＳＮＳなど各種媒体の利用はもちろ

ん、外部企業やメディアをより活用したオール浜中での情報発信体制の確立、二つ目とし

て、行政、産業団体、地域企業等との連携を強化し、首都圏や関西圏での物産展、特産品

ＰＲ事業への積極的、一体的な参加、三つ目として、広く多くの集客を見込める町外での

新たな物産イベントの創出、四つ目として、ふるさと納税ＰＲ、企業版ふるさと納税の実

施と併せた全国的なプロモーションの実施、五つ目として、他市町村や町内企業のイベン

トなど、広域的連携事業への参画、六つ目として、この分野における地域おこし協力隊の

積極的な任用を現時点で思い描いているところでございます。 

　先ほども申し上げましたとおり、タウンプロモーションの目的である浜中町を知っても

らうことを重視し、私自身も皆さんとともに様々な場面に足を運び、浜中町のＰＲに汗を
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流してまいりたいと考えております。 

　いずれにしても、選ばれるまち、住みたくなるまちとなるような浜中町にしてまいりた

いと思っております。 

　当然ながら、行政だけが動いても何も変わっていかないと思います。ぜひとも、町内の

産業団体ほか、皆さんとともに知恵を出し合い、場合によってはこの分野に精通する事業

者のアドバイスも取り入れながら進めていく必要がございます。 

　ぜひ、浜中町の魅力発信に皆さんのお力をお貸しいただきたいと思っているところでご

ざいます。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　今、タウンプロモーションの概要について説明がありました。 

　私がパソコンで調査したところ、兵庫県の多可町は、多可町タウンプロモーションプロ

ジェクトということで、３００万円くらいのお金をかけ、企画運営業務を委託しているの

です。 

　内容的なものについては、今、町長が言われたそのもので、合致しているのです。町長

は、町内の産業団体や商工業者や青年団体など、各界からの意見を聞きながらと言います

が、専門的に取りまとめをするという意味から委託すべきだと私は思っています。 

　資料は後で担当するところにお渡ししたいなと思っていますけれども、実施要綱や業務

委託書、仕様書などをつくってやっていまして、結構いいものができるのかなと思ってい

るのですが、そういう考えがあるかどうかだけ聞いておきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えいたします。 

　まず、役場にも各コンサルの事業者が見えておりまして、そういったアドバイスという

か、提言をいただいております。そういった意味から、町内だけにとどまらず、外部の方

の意見も聞きながら取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解願いたいと思い

ます。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　項目が多いので、次の３点目に入ります。 

　自然と共生するまちづくりについてですが、地球温暖化対策として、昨年３月にゼロカ

ーボン指定宣言し、２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量ゼロに向けて再エネ導入実

行計画策定の調査を行っています。 

　先ほど決算審査特別委員会からの報告の中で田甫委員長から話があったとおりでありま

すが、太陽光が生み出す再生可能エネルギーなどによって脱炭素社会の実現を目指すには

４万６１３６トンの排出削減が必要と計画にあります。 

　本町の取組で優先すべきは、豊かな自然環境や景観を次世代に引き継ぐことであると私

は確信しております。他市町村の動向を注視し、できることから始めるべきと思います。 

　また、町内各地に大量の太陽光発電施設がつくられている現状であり、既存の施設から
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生まれている再生可能エネルギーの数値をこの削減計画の数量に組み込めるように道へ要

請するなど、新たな太陽光発電施設を設置させない方策を考えるべきとも思います。 

　景観計画の作成と景観条例の策定と相まって考える必要がありますし、本町の再生可能

エネルギーの設置に関する条例については、鶴居村や釧路市のように、規制を強化する条

例に改廃すべきと思いますが、それについて伺っておきます。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えします。 

　本町の世界に誇れる霧多布湿原をはじめとする豊かな自然環境は、本町の全ての産業に

恩恵を与えてくれる私たち浜中町民の財産であります。 

　本町のクオリティーの高い農水産物がありますのも、当然、生産者の努力もありますが、

天然の付加価値を与えてくれる豊かな自然環境の恩恵にほかなりません。その豊かな自然

環境を壊してまで再生可能エネルギーの設置を進めることは全くの論外だと思っておりま

すし、本町におきましても地球温暖化対策実行計画を策定いたしましたが、まずは、でき

ること、やれることから慎重に着実に実行していくことが重要だと考えております。 

　また、再生可能エネルギー発電施設の設置に関する条例の見直し、規制を強化するべき

との件についてですが、現在、景観計画、景観条例、そして、それに伴う規則を策定中で

あります。 

　それらを含め、周辺関係者への説明の範囲、それから、禁止区域の見直し等について判

断していきたいと考えておりますが、地球温暖化対策についても一刻の猶予もない地球規

模で進めていかなければならない取組でありますから、豊かな自然環境や景観を次世代に

引き継ぐことは最優先にしますが、脱炭素社会の実現に向け、バランスを取りながら慎重

に取り進めてまいりたいと考えているところでございます。 

　再生可能エネルギーの条例の改正についてでありますが、先ほど申しましたように、ま

ず、周辺関係者への説明の範囲、今は１００メートル以内の住民となっているのですが、

そこに自治会を入れるなど、そういった方向で考えたいと現段階では思っております。 

　規則については禁止区域の表がありますが、漏れているものも含め、再度見直したいと

考えておりますので、理解していただきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　大変力強い答弁をいただきました。 

　景観を壊してまで再生可能エネルギーの施設を整備するということはまるっきり考えて

いないということでした。私もそうあるべきだと思っているのです。 

　今、一生懸命、担当課で景観計画をつくっておりまして、浜中町民の景観ミーティング

は既に２回やっておりますし、浜中町の景観計画の体系もつくられております。これは環

境基本計画に基づくものということで、連携されていますから、ぜひ、それも含めてやっ

てほしいなと思っています。 

　そして、再生可能エネルギー施設設置に関する条例についてです。私も何回もくどく言
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ってきたのですけれども、第８条に掲げる町長が定める禁止区域は、先ほど答弁をいただ

いたように、禁止区域の拡大については積極的にやってほしいなと思いますし、できるの

であれば市街地周辺についてもぜひ区域に入れていただきたいと思っています。 

　太陽光発電パネルは少なくとも事業者が設置するもので、メガソーラー的なものですけ

れども、町民に対する補助に対応しているのは１０キロメートル以下ですよね。それはよ

しとして、売電を目的としてつくられるものについては市街地周辺は除く、規制の対象に

していくというようにしないといけないと思います。湿原を守っているＮＰＯ法人なんか

は周辺の土地を買っておりますが、それが無駄にならないように、浜中町として豊かな自

然環境を次世代に残していくということをぜひ最優先に考えていただきたいということを

申し上げたいと思います。 

　次の４点目に入ります。 

　安全、安心な生活を守るまちづくりについてですが、町民の命を守ることを最優先に、

巨大地震・津波に備え、計画されている避難困難地域の緊急事業計画、人工高台や避難タ

ワーなど、ハード事業に係る防災対策を計画年度内に確実に進めていくという決意を伺っ

ておきたいと思います。 

　また、地域医療と福祉体制の充実は地方自治法第１条第１項に定めがありますが、地方

公共団体は住民の福祉の増進を図ることが基本であると記されています。 

　町民の命を支えるために２人体制に増やした浜中診療所常勤医師の居住の実態と霧多布

にある浜中歯科診療所医師の常勤化を要望する声もありますので、今後の対応についてお

伺いをしておきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えします。 

　安心、安全な生活を守るまちづくりにおける防災対策については、津波避難対策緊急事

業計画に基づき、丸山散布地区津波避難施設として、人工高台整備のほか、琵琶瀬・仲の

浜・新川西・暮帰別地区の避難施設として避難タワー４基を令和５年度から９年度までに

整備する内容で計画を進めているところでございます。 

　今年度の事業着手状況についてですが、議員もご承知のとおり、丸山散布地区の整備を

令和６年度までの継続事業として現在事業を実施しているほか、琵琶瀬・仲の浜・新川西・

暮帰別地区の避難施設整備に係る基本設計についても現在実施しておりまして、今後は避

難タワー４基の実施設計及び建設工事を現時点では計画どおりに進めてまいりたいと考え

ております。 

　この津波避難対策緊急事業計画については、計画期間中における都市防災総合推進事業

での国庫補助のほか、北海道支援金の交付も決定されたことから、計画されている全ての

事業が期間内に実施できるよう進めてまいりたいと考えているところでございます。 

　次に、浜中診療所常勤医師の住居の実態についてでございます。 

　現在、高松医師については雇用当初から診療所近くの賃貸借家に住んでおります。釧路
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市内に本人が所有する住宅もあり、そちらにご家族が暮らしておりますが、高松医師から

は、可能であれば幼稚園年長のお子様と浜中町で暮らしたいといった思いも聞いておりま

すので、昨年度に実施しましたプロポーザルや民間の借家など、診療所周辺で住宅が確保

できないか、現在、関係部署と協議をしているところでございます。 

　今後も、町民の皆様に医療への安心感を常に持っていただけるよう、常勤医師２名体制

で医療体制の充実を図ってまいりたいと考えておりますので、医師住宅の確保に向け、取

り組んでまいります。 

　それから、浜中歯科診療所の医師の常勤化についてであります。 

　歯科医師や歯科助手などの確保は難しい状況下であります。加えて、少子高齢化に伴う

人口減少やこれまでの浜中町でやってきた歯科予防の効果などの要因によりまして浜中町

内での患者数が減少していることを踏まえますと、歯科診療所を浜中と茶内それぞれ単独

で経営することは非常に厳しい状況だと認識をしております。 

　常勤化という声もいただいておりますけれども、今後も、引き続き、浜中と茶内の歯科

診療所を一体的に運営していただき、医療機器は歯科医師の負担、そして、施設は町が維

持管理しながら、本町の歯科診療業務並びに歯科予防を行っていただきたいと考えている

ところでおります。 

　まずは、町民の皆様が安心して治療を受けられる体制づくりを考え、今後も、林所長と

相談をさせていただきながら、歯科診療体制の構築を図ってまいりたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　町長から防災に係るハード事業の件についてお答えがありました。 

　この財源については全員協議会で担当課長から説明をいただいており、都市防災総合推

進事業に基づいて進められるということで、もう既に国との協議も調っているとのことで

あります。町長の決意がありましたけれども、ぜひ、計画年次内に完成させるよう、その

ように進めていただきたいと思います。 

　それから、高松医師の関係ですけれども、来年４月にお子さんが小学校１年生になると

いう話を聞いておりました。 

　空き住宅を改装し、借りられたら、そこに住みたいとかという話がありましたけれども、

ぜひ精力的に取り組んでいただけないかなと思います。もしそれができないとすれば、釧

路市の小学校に入学し、２年生から浜中に来るというふうになるのか、そういうことでは

どうかなと思うのです。 

　やっぱり、浜中町として、２人体制で医師を確保して、町民のために頑張ってもらいた

いという意思表示をするためには、プロポーザル方式もあるかなとは思うのですが、でき

るのであれば年度内に住宅を確保し、新年度から住んでいただけるよう、一生懸命、汗を

かいていただきたいことを希望します。 

　もう一つ、この際だから言いますけれども、民間で程度のいい空き家を複数町が取得し

て、普通財産としてはどうかと思っています。例えば、地域おこし協力隊を複数人呼んだ
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場合に住む家がないということもありますので、そういうときにでもすぐに貸し出せるよ

うな仕組みをつくっておくことが必要だと思います。 

　あるいは、公営住宅で緊急に入りたいといって調査したら、公営住宅法で所得がある人

については入れないということもありますので、例えば、数か月や半年ぐらいは入れられ

るというような条件をつけて貸し出すことも一つの方法ではないかと思います。今、現実

的に公営住宅は結構空いているのです。法改正はできないわけですから、そういう形で提

供してやるのも一つの方法ではないかなと思っております。 

　それから、移住、定住の関係で空き家バンクというものもありますが、空き家バンクに

浜中町として登録すれば、全国の浜中に来たい人、住みたいという人に対して提供もでき

るのではないかと思います。これについてはハードルが高いでしょうけれども、そんなこ

とも考えてみてはどうかと思っておりますので、そんなことで押さえていただければと思

います。 

　医師の関係、そして、歯科診療所の常勤化の話ですけれども、これからも一体的な運営

をしていただきたいと思います。霧多布、茶内にそれぞれの常勤医師が入るとなりますと、

それこそ、お客の奪い合いが起こり、経営が非常に厳しくなるということも想定しての話

かと理解します。今、週３回来ていますが、これを週４回にするという対策も含めて検討

していただければと思っております。 

　これらは提言ということで押さえていただければと思います。答弁は必要ありません。 

　時間も押してきたので、５点目に移らせていただきたいと思います。 

　次代を担う子どもたちのためのまちづくりについてです。 

　子どもたちは本町の宝、子育て環境、保育と教育活動の一貫した連携強化でより一層の

充実を図るとあるのは小中一貫教育を目指すということなのか、伺いたいと思います。 

　また、霧多布高校の浜中学では霧多布高校として特色ある事業を行っておりますし、よ

り進化が求められると思っております。将来的には総合学科の導入とありますが、その意

図について伺っておきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　ご質問にお答えをいたします。 

　まず、一つ目の小中一貫教育を目指すのかというご質問についてですけれども、今後、

学校運営における校舎の老朽化などの課題、学校区の在り方や小中一貫教育など、様々な

観点から、現在、教育委員会におきまして、令和７年度の計画開始を目指し、学校適正配

置計画の策定に向け、浜中町学校適正規模・適正配置検討委員会の中で協議がなされてい

るところでございます。 

　計画策定に当たりましては、パブコメなどを通じて広く町民にも意見等を求めることと

なっておりますので、今どう考えているのかということではなく、その方向性が出された

上で、中長期的な計画の下、判断することであると考えております。 

　二つ目の総合学科に関し、将来的な総合学科の導入とした意図についてです。 
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　これまで町内の酪農家の方々から切実な願いを聞き、このたび政策に掲げさせていただ

きました。 

　子どもを後継者として育てたい思いで高校から町外の酪農系の高校に行かせ、そこで３

年、それから農業系の大学に４年、合わせて７年間、実家、そして、浜中町から離れてお

りますと、子どもたちの気持ちも変わり、後を継ぐどころか、帰ってこなく、ほかの職種

に就職してしまうといったものでありました。 

　子どもの多感な時期の７年間はあまりに大きいということで、地元の霧多布高校に基幹

産業に特化した総合学科があれば、そこで産業実習や浜中学といった郷土愛を育む特色あ

る教育を学ぶことで後継者としての意欲を持ってもらいたいといった思い、それから、新

たに１次産業に自ら従事してみたいといった思いにつなげたい考えから、まずは、将来的

な総合学科を見据えまして、普通科での産業実習や選択科目の充実が図れるよう、教育委

員会と協議を進めてまいりたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　小中一貫教育を目指すのかという問いに対し、そうではないとい

う答弁でありました。 

　保育所、それから、小学校、中学校が連携を取りながら子育て環境の充実を図っていく

というのが本心だと思っておりますので、それについては理解をいたしました。そういう

連携強化を図りながら、子どもたちに対するよりよい教育を進めていただければと思いま

す。 

　そして、霧多布高校に将来的には総合学科をということについてです。 

　総合学科というのは、調べてみたら、普通科、専門学科に加えて、普通教育と専門教育

選択、履修を旨として総合的に施す第三の学科ということで平成６年度に創設されたと調

べたらありました。 

　また、今、町長が言われたように、浜中町の産業に特化した学習を選択することで、後

継者づくりに貢献できるよう、この学科の導入に向けた協議を進めるということの意図が

見えました。 

　浜中の漁業、酪農を担う人材を育てることは急務であります。総合学科になるか、浜中

学のような専門性を持った学科を取り入れるのか、教員の確保なども大変でしょうけれど

も、その導入時期を伺って私の質問を終わりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　ただいまの再質問にお答えいたします。 

　総合学科の導入時期についてです。 

　議員も今おっしゃいましたとおり、総合学科にするためには、あらゆる高いハードルが

あります。教員の力量や学校長の力量ということもあります。そういったことからします

と、恐らく５年や１０年といった単位になろうかと思いますし、現在、釧路市に１校、標
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茶に１校ありますけれども、そことの兼ね合いもあります。 

　いずれにしても、本町においては、町立高等学校ということで、将来的には、いずれ総

合学科を導入しなければならない時期が来ると思っておりますが、その時期についてはこ

こで明言できませんので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　以上で川村義春議員の一般質問は終了いたしました。 

　この際、暫時休憩します。 

（休憩　午後　０時００分） 

（再開　午後　１時００分） 

○議長（落合俊雄君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　一般質問を続けます。 

　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　通告書に従って質問させていただきます。 

　命のバトンの活用についてです。 

　当町では、高齢者や障がいを有する人に対し、自宅での緊急時、救急隊が傷病者の医療

情報を医療機関に届けることで迅速な医療対応ができるよう、命のバトンを配付していま

すが、その実績と今後の活用について伺います。 

　命のバトンの配付はいつから始まったのか、お知らせください。 

○議長（落合俊雄君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（渡部直人君）　命のバトンは、平成２２年度から配付を開始しておりま

す。 

　開始の経過としましては、浜中町の医療関係機関の浜中診療所、救急医療担当の浜中消

防署、防災対策室、当時の福祉保健課担当で構成する浜中町地域医療担当者連携会議にお

いて、医療機関の適正受診、救急対応、救急利用のモラルなどの在り方が議論され、医療

機関へ搬送する際に迅速な医療対応に生かすことを目的として、各自治会へ命のバトンの

事業を説明し、配付の協力をいただいているところです。 

　配付の内容は、保管容器、これはプラスチック容器ですけれども、それと冷蔵庫用のマ

グネットステッカー、玄関用のシール型ステッカー、救急情報用紙となっております。そ

れに健康保険証の写し、診察券の写し、お薬手帳の写しを入れていただくよう周知させて

いただいております。 

　救急要請の際、情報収集が必須で、既往歴、現病歴、かかりつけ医療機関、処方薬の情

報、家族等の緊急連絡先などの情報を速やかに確認し、症状の確認を行い、搬送先を選定

することが重要です。それらの重要な情報を入れて常備するのが命のバトンです。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　平成２２年からということで１３年続いているものということで

すが、当初の配付年齢と現在の配付年齢は変わっていますか。 

○議長（落合俊雄君）　健康福祉課長。 



- 23 - 

○健康福祉課長（渡部直人君）　平成２２年度の開始時は６０歳以上の方と障がいを有す

る方を対象に配付しておりましたが、平成２４年度からは６５歳以上に引き上げたため、

平成２５年度から２８年度の配付は停止しております。その後、平成２９年度から６５歳

の方に配付するということで再開しております。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　当初の配付人数と現在配付の人数、また、今後の配付人数の推移

というのは分かりますか、お知らせください。 

○議長（落合俊雄君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（渡部直人君）　当初の平成２２年度につきましては、６０歳以上と障が

い者の方等で、合わせて１３７３世帯、２１７０名に配付しております。 

　年度ごとにお話しさせてもらいますと、平成２３年度は、６０歳の方に１２９世帯、１

４８名の方に配付しております。先ほど申しましたけれども、平成２４年度からは、年齢

引上げのため、２８年度までは停止しておりますので、配付はありません。 

　この間、障がい者の方とかに一部出している方はいますけれども、具体的な数字がない

ので、お許しください。 

　平成２９年に再開してからは、１０７名へ配付しております。平成３０年度に９９名、

平成３１年度に６４名、令和２年度に８９名、令和３年度に９５名、令和４年度に７２名、

令和５年度に９２名で、今年度につきましては、２３自治会町内会へ、１０月に配付させ

ていただいておりまして、現在まで延べ２９６９名の方に命のバトンを配付しているとこ

ろです。 

　今後の６５歳年度末到達者の人口構成を見ますと、令和６年度以降、１０年間の６５歳

到達者は７０名から８０名台で推移しておりますので、このくらいの数字となると思いま

す。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　今後の推移としては７０名から８０名と伺いました。その前の配

付の人数も詳しく説明していただきましたけれども、受け取った人たちの具体的な活用の

事例は押さえておりますか、教えてください。 

○議長（落合俊雄君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（渡部直人君）　命のバトンにつきましては、冷蔵庫の中に基本的に入れ

ておき、扉にマグネットシールを貼って、ここにありますよということで救急隊員や駆け

つけた方にお知らせするものです。 

　実際、救急現場の方に確認してみましたけれども、救急隊が駆けつけた際に意識状況が

悪い場合や必要な情報が得られないとき、既往歴、現病歴、かかりつけ機関と処方箋の情

報について活用することがあったと聞いております。また、救急搬送において迅速に医療

につなぐことができたと地域医療担当者連携会議において浜中消防署からの報告もありま

した。 
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　搬送内容を見ますと、脳疾患、心疾患、呼吸器系が半数を占めている状況です。 

　今後におきましても、救急現場において命のバトンの情報を活用しながら緊急活動を行

うと浜中消防署は申しておりましたので、連携しながらやっていきたいと思っています。 

　また、先ほどお話ししました地域医療担当者連携会議はコロナ禍で開催ができておりま

せんけれども、今後も、救急車の適正利用、医療機関の適正受診などを含め、地域医療の

情報共有の在り方について共有を図りながら、関係機関が連携して地域医療の充実を図り、

町民の健康及び地域医療を維持してまいりたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　それぞれに配付された命のバトンの活用の事例を今伺ったのです

けれども、私も消防署に直近３年間で活用があったのかを聞いてみました。 

　そうしたら、配付当時は、情報をつかむために用いましたというお答えでした。でも、

直近３年の間では、大体は情報を電話で取れるということで、命のバトンの活用はそうな

いということでした。それでも、救急隊が駆けつけたときに意識がなく、お答えができな

い方については命のバトンを探すこともありますというようなお話でした。 

　私も命のバトンを配付されましたけれども、もらったときに冷蔵庫の中に入れておく、

扉に貼っておくということが書いてありましたが、私もそのようにはしていませんでした

し、冷蔵庫の中に入れておくことにはとても抵抗がありました。 

　それで、このたび、命のバトンについて私も考えました。また、周りにも聞いてみたの

ですが、命のバトンのことを皆さんは知っていまして、これは浸透しているという感じが

しましたし、継続が実になっているといいますか、成果と言えるのではないかと思いまし

た。 

　ただ、一歩進んで、どうしていますかと聞いたところ、ほとんどの方は、どこにあるか

なという感じでした。冷蔵庫の中に入れている方はほとんどおらず、目につくところに置

いておくというのもなく、いつの間にかなくなってしまっているという方がほとんどでし

た。ただ、引き出しにお父さんの分とお母さんの分が入っていますという方もいらっしゃ

いました。でも、情報は入れているかを聞いたら、それは入っていなかったです。そうい

うような実態が私の周りでも多かったです。 

　今回、私が命のバトンを取り上げましたのは、これはただ配付しているだけで無駄なの

ではないかと思って調べて出したのですけれども、殊のほか、皆さんはすごく知っていた

のですね。そのものを見たことはないのでしょうし、自分が対象の年齢ではないにしても、

家族の方がもらっているのか、命のバトンのことは知っていて、すごく浸透していること

を実感しました。そこで、命のバトンをもっと活用し、医療に活用してできないかという

ことなのです。 

　先日、診療所の加藤先生の講演会がありました。加藤先生のお話の中に命のバトンの活

用もしていきたいということがあったので、先生は何か考えているのかなということでお

話を伺いに行きました。そのときに出たのが次の質問になりますが、アドバンス・ケア・
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プランニングのお話でした。これは、人生会議と言ったほうが早いでしょうか。そのこと

を先生はおっしゃっていましたので、このたびの質問になりました。 

　命のバトンをきっかけに人生会議の機会を増やせないかなと考えましたけれども、どう

お考えでしょうか。 

○議長（落合俊雄君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（渡部直人君）　ただいま議員がおっしゃいました命のバトンの活用、ア

ドバンス・ケア・プランニング―ＡＣＰにつきましては、もしものときのために自らが

望む医療やケアについて前もって考え、家族などの関係者、医療関係者や介護関係者など

と話し合って共有する取組のことで、先ほど言われていました人生会議ということです。 

　延命治療や人工呼吸器、輸血、透析、胃ろうや介護などの希望について家族などで話し

合うものですけれども、認知症が進んで病気になったときなど、本人の意思が確認できな

い場合、医療の選択が家族に委ねられることがあります。本人の意思とは関係なく終末期

の決定がされるかもしれません。本人の人生観が分かっていれば本人の意思に沿った選択

をすることができます。 

　似たような取組に終活やエンディングノートなどがあります。また、健康成人に対する

人生会議ということで、健康な人でもそういうことがありますし、病気を持った患者に対

する人生会議もありますが、緊急時における一つの情報のツールとして、命のバトンの活

用も考えられます。 

　具体的には、情報関係の用紙が入っていますけれども、その中に終末期医療のことや臓

器提供のことは入っていませんので、そういったものも入れて、家族の皆さんで考えても

らうのも一つの考えかなと思います。 

　もしものときに本人の望む医療やケアを受けられるよう、人生会議の周知、啓発を図る

ことで生活支援の充実を、そして、最後まで安心して暮らし続けられる地域づくり、最後

まで自分らしく生きるための支援について、先ほど話しました浜中町地域医療担当者連携

会議などにおいて、医療と介護の連携を含めながら模索してまいりたいと思います。 

　命のバトンはもう１３年もたちました。趣旨は伝わっているのですけれども、その活用

の仕方について考える時期に来ているかなと思っております。今後とも、配付の際、目的

や趣旨を対象者の皆様に伝え、救急医療の現場で役立てられればと思っています。 

○議長（落合俊雄君）　４番三膳時子議員。 

○４番（三膳時子君）　今ご答弁をいただいたように、命のバトンを見直す時期なのか、

自分がその対象になったから気がついたのかは分かりませんけれども、見直してもいいの

ではないかと考えました。 

　命のバトンの中に入っている情報を書く用紙にも考えるところがありますし、命のバト

ンが冷蔵庫に入っていますよというマグネットの目印がありますが、今の冷蔵庫は、ガラ

ストップになっていて、マグネットがつかないというようなこともあります。 

　冷蔵庫の中でなくてもいいのではないかというような話もありますし、啓発チラシも含
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め、いろいろな面で見直すところがあるのではないかと思っていますので、今後、そうい

うことをやってもらいたいなと思っています。 

　また、命のバトンの対象者についてです。 

　先日、医療講演会のときに多くの方が集まってくれたように、講演会と言ったら大きく

なってしまいますけれども、茶話会でお医者さんと話をしようなど、そういうようなこと

が命のバトンをもらうきっかけとなったらいいなと考えております。ぜひ、そのような見

直しを考えてほしいなと思います。 

　最後に、町長にぜひお答えを願いたいことがあります。 

　診療所の先生も２人体制になって、町民はとても安心しています。町長のご尽力が大き

かったと思います。加藤先生、高松先生の２人になったことは町民がとても安心している

大きな要素だと思います。 

　ぜひ、この２人の先生に協力をいただきながら、消防署、診療所、医療機関、町民と人

生会議のＡＣＰの機会を多く取れるような力を入れてほしいなと思っておりますが、町長

のお考えを聞いて終わりにしたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　ただいまのご質問にお答えします。 

　加藤医師は、今後の浜中診療所として町民の安心、安全を守るということも含め、頭の

中でいろいろな構想を描いていると思います。その中の一つが講演会にもありました人生

会議であったのではないかなと思っています。 

　命のバトンの配付から１３年がたっておりますが、町民の方には広く浸透しているよう

に思いますけれども、配付当初のような活用が今はなされていないということもあるよう

でありますので、今後、命のバトンの使い方の見直しも含め、医療機関や消防署などと協

議してまいりたいと思います。ご理解を願いたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　以上で三膳時子議員の一般質問は終了いたしました。 

　次に、７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　通告書に沿ってご質問させていただきます。 

　公約の所信表明についてです。 

　町長は、松本前町長の下で１期４年間の副町長職を務められ、さきの町長選挙において

多くの町民からの支援を集め、浜中町史上、最も若い町長として当選されました。あらゆ

る町政が困難な時期ではありますが、選挙公約どおりに五つの重点政策を掲げて所信を表

明されましたので、応援の気持ちも込める意味で、以下、ご質問させていただきます。 

　重要政策の一つ目に産業振興で持続するまちづくりについてです。 

　新しく創設する助成制度に個人事業主や法人、あるいは、ＮＰＯなど、そういった事業

の形態を幅広くし、そして、とてもハードルは高いものだと思うのですけれども、新規の

移住を呼び込む政策の目玉の一つとして対象の範囲を広くしてはいかがか、ご質問をさせ

ていただきます。 
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○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　ご質問にお答えをいたします。 

　本町では、基幹産業である農漁業と商工業とが連携してこそ、浜中町の産業振興の発展

があると強く考えているところであります。 

　今回、長期化したコロナ禍の影響は、地域購買力の低下や域内消費の減少から、営業の

休廃止など、深刻な状況にあり、この大変な状況の中、私は、新たに町内で起業を考えて

いる方々を応援すべく、起業支援制度を創設してまいりたいと考えております。 

　ご質問にありました制度の対象につきましては、今後、産業団体や関係部署と十分協議

してまいりたいと考えておりますが、できるだけ多くの町民の方に活用していただけるよ

うな制度にしてまいりたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　今回、町長選挙の後、所信表明を拝読させていただいて、まさに

このタイミングといいますか、４日から８日までの５日間、浜中町ワーケーションステイ

ということで、仕事をしながら浜中町に滞在するプログラムで来ている方が１５名いらっ

しゃいます。 

　私も受入れ側の一人として携わらせていただきましたが、今はノートパソコンがあれば

いろいろな地域で仕事ができるという世の中になってきているようで、何人かの方にいず

れ移住を考えているのでしょうかとお伺いしたところ、移住はやっぱりハードルが高い、

そして、自分たちのライフスタイル、ワークライフは移住しなくてもできるようになった、

まさに多拠点で仕事をできるようになった、移住は、年齢的なことも含め、最終的に考え

ることかなと言う人が多かったです。 

　働き方が新しくなったこと、また、移住のハードルが高いのであれば、ワーケーション

ステイでノマドワーカーと呼ばれるような人方を誘致する政策も考えていかなければなら

ないのかなという思いから、二つ目の質問に移らせていただきます。 

　住環境の整備促進を図る新たな助成制度の創設とありますが、空き店舗の利活用も助成

の対象にはなりませんでしょうか。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えいたします。 

　住環境の整備促進を図る新たな助成制度については、５番議員の一般質問に対し、その

目的などをご説明いたしましたが、この制度は本町の産業を支える労働者の安定雇用のた

めの住環境の整備を目的としておりますので、ご質問の空き店舗の利活用は目的が別にな

ると考えております。 

　むしろ、町内で起業を考えている方々を応援する制度のほうが目的に近いと思いますの

で、そちらの制度において対象とすべきかどうかを検討させてもらいたいと考えておりま

す。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 
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○７番（渡部貴士君）　繰り返しになってしまいますが、移住はとてもハードルが高いの

です。今居住されている地域がどういう地域かにもよるのですけれども、移住先に求める

ものとして、豊かな自然のほか、食べ物や空気がおいしいということがあります。ご自身

で事業をというか、例えば、物書きの人やプログラムや何かを組んでノートパソコンで仕

事ができる人はそのスペースだけがあればいいという考え方の人も多いのですけれども、

当町の課題とも一致することとして、飲食店が少ないということがあります。 

　そこで、空き店舗の利活用を考えたとき、地元の人で空き店舗を利活用してくれるのが

一番ですけれども、やはり、人口減の中、地元でそういったバイタリティーのある方を探

すのは難しいと思っております。ただ、この店舗を使えれば、購入できれば、利用できれ

ば移住してきたいという方もいるのであれば、広く募集をしていただくようなご検討はし

ていただけませんでしょうか。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えします。 

　新たな移住を考えている人のためにも対象にすべきではないかという質問かと思うので

すが、今、ちょうど制度設計している最中でありますし、現段階では町民を対象にという

助成制度でありますので、協議させてください。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　ぜひ前向きにご検討をいただきたいと思います。 

　それでは、２項目めの質問に移らせていただきます。 

　元気あふれる活気に満ちたまちづくりについてです。 

　タウンプロモーションにより一層の知名度アップを図るとありますが、町長はどうして

知名度アップをする必要があるとお考えでしょうか。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えいたします。 

　５番議員へのご答弁と重複いたしますけれども、私としましては、本町の魅力あふれる

産業資源や観光資源、それから、霧多布湿原をはじめとするすばらしい自然環境などを全

国にＰＲし切れていない印象を強く抱いております。そうした観点から、本町にとりまし

てタウンプロモーションの強化が必須と考えているところでございます。 

　道外の物産展や移住イベントなどに参加しますと、来場された方々から、浜中町は北海

道のどの位置にあるのか、あるいは、浜中町で有名なものは何かといった言葉が寄せられ

るといったことを職員から聞いておりますし、例えば、ルパン三世やハーゲンダッツは知

っているのに、浜中町という地名がその人から出てこないといったことが多々あります。

私は、ここに情報発信やプロモーションの手法や体制に何らかの課題があるのではないか

という思いを持っております。 

　本町でも人口減対策が大きな継続的課題である中、産業・観光施策はもちろん、雇用や

担い手の確保、交流人口、関係人口の拡大に向けた施策など、何を展開するにしても、町
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外の企業や町外の方に本町の魅力を知ってもらうため、浜中町の知名度をもっと広げてい

かなければならないと思っております。 

　ただ、目的もなくプロモーションしても効果が上がらないと思っておりますし、さらな

る浜中町の魅力づくりとともに、プロモーション体制づくりを併せて進めていかなければ

なりません。 

　行政だけではなく、町民の皆さん、町内の産業団体、事業者、さらには、町外事業者等

の協力、支援を得ながら、一体となってプロモーション体制の構築をすることを目指し、

取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　魅力あふれる地域づくりをされる、そこを目指して知名度をアッ

プする必要があるということですね。 

　私も、Ｕターンし、家業である漁業を継承しました。私の場合は外で様々な価値観に触

れたということもあって、漁業だけではなく、観光業にも携わらせていただいています。 

　観光客の方と触れる中では、浜中町のことを知らなかった、たまたま来てみたらカヌー

に乗れた、ラッコがよかった、食べ物がおいしかったと言っていただけることがあります。

そして、どういう接し方をすることによってリピートにつながるかも分かりました。リピ

ートしてくれたとき、私たちホスト側としては、次はもう少し長く滞在していただけない

だろうかと考えます。要は、地域の魅力を紹介するのに長い時間滞在していただきたいと

考えるのです。それが地域の経済効果にもつながっているかと思います。 

　それで、浜中町を知るきっかけがタウンプロモーションだった、そして、行ってみたい

と思い、観光に来てみたら、本当に自然がすばらしかった、おいしかった、また来たいと

思わせるのが私たち事業者の役割の一つでもあるなと思い、そして、浜中町のファンを増

やすという思いでやっています。 

　その浜中町のファンになってくれた方が移住につながるのではないか、つなげたいなと

思ってやっていたのですが、このたび、ノマドワーカーの方々に移住はそんなに簡単では

ないということを言われ、さらに課題が増えたなと感じたところです。 

　町長が新しく掲げられた施策について考え、それから、関係事業者と十分協議し、魅力

ある浜中のまちづくりについてさらなる努力をしたい、町長の考えられた所信を強く応援

したい、サポートさせていただきたいという思いで質問をさせていただいております。 

　繰り返しになってしまいますが、浜中町のファンをつくる、観光に来ていただく、長期

滞在になったら移住とつながるのではないかと思いますので、それも考慮していただいて、

繰り返しになってしまいますが、制度についてご検討をいただければと思います。 

　それでは、次の質問に移らせていただきます。 

　地域産業と連携した体験型観光として、昆布干し体験は、漁家からの要望も多く、観光

貢献度としても高いように思いますが、受付窓口などを設けることはできませんでしょう

か。 
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○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えいたします。 

　近年、観光業につきましては、長期化したコロナ禍の影響により、旅行者も海外志向か

ら国内志向へ変容しつつありますし、それに伴う国内観光需要も徐々に高まりを見せてお

ります。 

　観光振興を進めていく中で、体験型観光は、地域における様々な文化や伝統を伝えるコ

ンテンツとして国内外の旅行者から人気もあり、本町においてもその可能性は十分あると

私自身感じているところでございます。 

　霧多布湿原をはじめとする豊かな自然環境を生かした体験、豊富な農水産物を生かした

食体験、そして、広大な海や土地を生かしたアクティビティー体験など、他のまちでは体

験できない魅力ある体験型観光の創出を、産業団体をはじめ、地元の事業者の方々ととも

につくり上げていきたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　昆布干し体験をしていただくことというのは漁家にとっても求め

ているものなのです。私も、昆布漁業者の一人として、観光に来ていただいたお客さんに

実際に昆布干しをしていただければ労力としてとても助かるということもあるのですが、

お客さんの満足度です。僕は、なりわいを見ていただく、第１次産業、基幹産業の一部に

触れていただく、そして、自分で干した昆布を食べてもらうというところにつなげること

ができるのではないかと思っています。 

　このたび、養殖ウニがＧＩに登録され、さらに、町長は、昆布、ホッキ、アサリについ

てもお考えだということでした。また、浜中学でも、たしか、今年の発表の中で昆布のブ

ランド化もできないかということがあったかと思うのですが、私もまさしくそう思ってい

たところです。 

　漁業者の９割ぐらいが昆布漁師です。しかし、どの漁家でも陸まわりの作業員も不足し

ていまして、陸まわりの奪い合いになってきているのです。地元には人がおらず、町外、

釧路から手伝いに来ていただいくということもあります。そこで、お客さんが求めていれ

ばですが、滞在中の観光の方に昆布干しの体験をしていただければと思っています。 

　その窓口を宿の方にやっていただくと便利かもしれないのですが、本来の宿業とは違い

ますよね。うまく連携できればいいのですけれども、例えば、宿泊以外で、今日、昆布干

しがあるのなら行ってみたい、昆布のスタートを見てみたい、昆布を干してみたいといっ

たとき、その窓口があれば漁師たちも大変助かるのではないかと思います。 

　今すぐこういったものができるというご答弁は難しいかと思いますが、観光協会や事業

者との協議の中で、こういう制度ができればいいな、つくり上げていただきたいなという

ことで、一事業者としてご提案をさせていただきたいと思います。 

　それでは、次の質問に移らせていただきます。 

　本町の観光資源とはどのようなものをお考えでしょうか。これも重複するかと思うので
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すけれども、再度、お願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　本町の観光資源とは何かというご質問についてであります。 

　私は、先ほども申し上げましたが、霧多布湿原をはじめとする豊かな自然環境や風光明

媚な景観、そして、鳥や野生動物などの自然資源、これまで継承されてきた産業やそれに

関わる様々な人、それから、文化といった資源、さらには、ルパン三世やハーゲンダッツ

などの国内外からも認知されております資源、このように浜中町には魅力あふれる豊富な

観光資源があると考えております。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　先ほどから重複している質問でしたが、幾つか挙げられました。

そして、人ということを再度聞けました。 

　私も、Ｕターンで帰省するまで旅をしていました。何かを見たい、何かを体験したいと

いうことはもちろんあったのですけれども、その裏には、一度会った人、あの人に会いに

行きたいという思いがやっぱり強かったです。つまり、人の魅力に引かれてということで

す。 

　旅先で別なところから来た方と知り合って、その方のところを訪ねるということもやっ

たことがあります。その地域にももちろん魅力があったのですけれども、人に引かれたと

いうことがあるのです。 

　そこで、一つ前の質問になりますが、なりわいに触れるということです。あの漁師のお

じさんはいかしていた、また体験してみたいと思ってもらえるかどうかだと思います。ま

た、最近の都会の方々は都会人の方が多く、田舎に行く機会がないのです。そういった中

で、産業、なりわいに触れてみるきっかけづくりとして昆布干し体験が有効ではないかと

思うので、繰り返しになってしまいますが、人に会う旅、魅力をより増すためのなりわい

等への触れ合い方を含めた誘致の活動を事業者として考えたいなと思いましたので、再度、

協議といいますか、検討材料としていただければと思います。 

　それでは、次の質問に移らせていただきます。 

　切れ目なく本町を訪れていただけるような観光振興とありますが、現状の課題と対策に

ついて、何かお考えのものがありましたらお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えします。 

　本町の観光は、いわゆる滞在型観光ではなく、周遊型観光の傾向が強く、その理由とし

ましては、観光客からは季節イベントや日帰り観光といったイメージがあることが長期滞

在につながらないことの理由の一つとして挙げられます。 

　滞在型観光のメリットは、地域の自然や文化に触れることにより、地域住民と交流がで

きる機会が増え、豊かで深い体験を味わうことが魅力であります。周遊型観光とは異なり、

その地域のファンになる傾向が強く、滞在型観光を促進することで何度も本町を訪れてく
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れるリピーターの獲得と長期滞在による経済波及効果などが期待されると考えております。 

　そういったことを踏まえ、今後、観光閑散期における冬のアクティビティーなど、新た

な観光コンテンツの創出に向け、地域の多様な関係者と連携し、協議してまいりたいと考

えております。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　これも事業者として感じるというか、実際、そうなのですけれど

も、グリーンシーズンは何もしなくてもお客さんに来ていただけるのです。移動しやすい

ということもあるでしょうし、夏だと避暑地的な、また、霧多布湿原に花を見にくるとい

う目的の観光の方が多くいらっしゃいます。 

　ただ、オーバーツーリズムというわけではなくても、来ていただいているお客様全員に

同じような対応はなかなか難しいのです。アクティビティーの事業者としてもそう感じて

います。 

　町長もおっしゃっておりましたが、四季を通じてということです。アクティビティーも

そうですけれども、海産物にも旬がありますよね。旬を上手に生かし、季節ごとに来てい

ただけるような施策は、産業の充実としても、観光の事業者としても強く考えていて、ま

さに冬期間の閑散期で、漁業でもそうですし、アクティビティー・観光事業者でも課題に

なっているところで、ネットワークを勝義、お客様の趣向、動向等の調査をしながら、冬

の道東らしさ、浜中らしさを生かす観光事業も考えたいなと思っております。 

　今ご答弁をいただいたことで理解いたしましたが、閑散期にどれだけお客さんを引っ張

れるか、見ていただいていない部分をどうＰＲしていくか、これは事業者としても課題で

すが、ぜひお力添えをいただければと思います。 

　三つ目の質問に移らせていただきます。 

　職員との綿密な連携体制を構築し、職員のケアと人材育成に力を入れるとあります。 

　ただ、若い職員の方の離職率がちょっと高いように見えますが、現状をどのように把握

され、対策等を何か講じているのであれば、ご答弁をお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　お答えいたします。 

　議員がおっしゃいますとおり、確かに、近年、若い職員が多く退職している状況は承知

をしているところであります。ただ、このことにつきましては、本町に限ったことではな

く、どこの町村も、さらには、どこの民間企業・団体においても同じ問題を抱えている状

況であるということは聞き及んでいるところでありますが、近年の傾向であるとはいえ、

人手不足となっている深刻な問題であります。 

　その対策については、役場として、日頃より管理職の皆さんに、担当部署のリーダーと

しての職員の育成、それから、状況を把握しながらコミュニケーションを十分に図っての

職員個々のケアをお願いしているところでございます。部署内でしっかりと先輩職員が仕

事のノウハウを伝授するという意味では、やはり、コミュニケーションをしっかり取り、
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スタッフが一丸となってその仕事に当たっていくことが重要だと思っております。 

　そういった意味でも、今後も、引き続き、理事者と管理職、管理職と各職員、あるいは、

町民の皆様とのコミュニケーションの場を大切にしながら、職員が持つ可能性を十分に引

き出しつつ、組織力の向上を目指していけるよう、職員に呼びかけていきたいと考えてお

ります。 

○議長（落合俊雄君）　７番渡部貴士議員。 

○７番（渡部貴士君）　今ご答弁をいただきましたが、確かに、どの地域でも、そして、

行政に限らず、企業でも、そして、個人事業でも想像していたものと違うということは多

分あると思います。ただ、ほかも一緒だからといって、そこは真似しなくてもいいと思う

のです。ほかは離職率が高いけれども、浜中では誰も辞めないとなってほしいと思います。 

　辞めてしまっても町内に残っていただけるなら、やりたいことが変わっただけで本当に

浜中が好きだというのであれば応援したいなと思うのですけれども、退職して地元を離れ

てしまうというのはとても残念だと思います。単なる人数のマイナス１ではないのではな

いかなとも感じているのです。 

　今回、職員の方に限らせていただきますが、これは、ここだけではなく、どこでも課題

なのだと思うのですが、相談しにくいのではないかなと思います。例えば、職場で何かの

問題があっても直属の上司に相談できるようにするということです。事業についてであれ

ば相談はもちろんできると思うのですが、プライベートなことです。これは、上司だけで

はなく、仲間がいるかどうか、職場以外、地域の地域内に相談する人がいるのかどうかも

あると思います。確かに、社会人ですので、職場としてそこまで関与するべきではないの

かもしれませんが、相談相手がつくるということも地域に残っていただくための一つでは

ないかなと思います。 

　ご答弁をいただいたところで承知しなければならないと思うのですが、公務員とは地域

の奉仕者です。庁舎も新しくなり、こういう職場に勤めていただいたので、町民のために

といいますか、職員の方にもこの地域をさらに好きになっていただくため、離職率を考え

なければいけないのではないかなと思っております。 

　その上で最後に一つ質問させていただきます。 

　時期的なものもあってご答弁が難しいかもしれないですが、来年度の採用についてです。

浜中町の役場で働きたいという人の公募の仕方ですが、これもほかと一緒とするのではな

く、要は、浜中町に来ていただきたいという公務員試験を受ける方に対しての浜中町のプ

ロモーションとして何かされているのであれば、ご答弁をいただければと思います。 

○議長（落合俊雄君）　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　ご質問にお答えいたします。 

　まず、採用に向けた試験前の役場のプロモーションといいますか、ＰＲをしているかど

うかについてです。 

　今、釧路町村会、そして、十勝の町村会のほうでも常習化していると思うのですけれど
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も、町村会として採用試験前にそういったイベントを組み、各町村のＰＲをして、その魅

力を発信して、応募してもらうといった動きがあります。そういったことから、今後、い

い方向に転じていくのではないかなと思いますが、いかんせん、離職率の話をしますと、

ほかがそうだからといってまねしているわけではなく、時代的にそういった傾向にあると

いうことだけは承知してほしいなと思います。 

○議長（落合俊雄君）　以上で渡部貴士議員の一般質問は終了いたしました。 

　次に、３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　通告に従いましてご質問させていただきます。 

　学校及び町内公共施設における児童生徒の安全対策についてご質問いたします。 

　また、このたびの一般質問に関しましては、質問通告後に補正予算案が上程されました

ため、後ほどの議案に関連していることも承知の上でご質問させていただきます。 

　今夏の連日の猛暑は、道内各地でも大きな影響を及ぼしました。熱中症症状を訴え、緊

急搬送される児童も発生し、さらに、伊達市では小学生児童が熱中症により亡くなってし

まうという痛ましい事故も発生しています。道内でも冷涼とされていた根釧地区も、今夏

に関しては厳しい暑さが続き、８月２４日には釧路・根室地方でも熱中症警戒アラートが

発令されています。このことから、今後は、猛暑、暑さ対策という観点について、単なる

季節の移り変わり上の対応ではなく、安全対策の一要素として捉える必要があると考えま

す。 

　そして、この状況を踏まえ、近隣市町村を含め、北海道内の各自治体にて学校施設にエ

アコンを設置する動きが連日報道されています。近隣でいえば、釧路市９月定例会にて、

市議よりエアコン設置に向けた一般質問が行われておりますし、その後の動きとしまして、

新聞の報道の情報ですが、事業費７３００万円、小・中学校と義務教育学校に３９校の保

健室にまずはエアコンを設置する、また、普通教室などには扇風機などを順次設置してい

くという対応とのことでした。 

　また、厚岸町についても、町内の全６小・中学校、計六つの保健室に年度内にエアコン

の設置完了を目指すという内容を把握しております。 

　北海道においても、道教育委員会より、関連経費約２６億４３００万円で道立高校と特

別支援学校の全ての普通教室に窓用エアコンを設置するという報道がなされました。 

　以上のような動向から、本町における暑さ対策につきまして、学校施設を中心に順次ご

質問させていただきます。 

　まず、本町での今夏の現状についてご質問させていただきます。 

　本町では、暑さ対策について、教育委員会から学校または保護者へどのような通達、周

知が行われていたか、また、その結果、各学校現場においてどのような対策が行われたか、

この２点につきましては、小さな子どもである園児や児童が一日の大半を施設で過ごすと

いう観点から、保育所での対応などについてもご回答をいただければと思います。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 
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○管理課長（舟橋正誉君）　まず、教育委員会からご答弁させていただきます。 

　暑さ対策の周知等についてですが、今年については５月１２日に北海道教育委員会作成

の熱中症対策としての危機対策マニュアルが周知されました。それ以降、熱中症対策への

さらなる徹底や一層の充実ということで、計１７回の関係する通知を各学校に発出してい

るところでございます。 

　また、保護者への周知についてですが、各学校で管理するもの、また、保護者へ周知す

るものを判断してもらいまして、保護者の協力が必要なものなどについては学校の判断で

周知を行っております。 

○議長（落合俊雄君）　保育所長。 

○保育所長（中山和生君）　保育所の関連についてお答えします。 

　まず、保護者への通達についてです。 

　今日は暑いですね、暑くなりそうですねなどという話は登所時に保護者の方と話をして

います。そして、暑さ対策といいますか、水遊びをしましたよ、今日は暑かったので、お

散歩に出ませんでしたというような話は降所時に保護者に話をしているところです。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　まず、学校現場においては、道教委の指針の下でのマニュアルを基

本として、度重なる周知を行っていただいたということで承知いたしました。 

　保育所では、そういった指針といいますか、それにのっとった公的な通知があったのか

についてお伺いいたします。 

　というのは、やはり、学校現場では、保護者、学校現場の先生も含めて判断し、対策を

行ってくださったという旨はお伺いしています。もちろん、細やかな児童生徒や園児への

周知は、行政といいますか、組織から発信することも大事なのですが、都度、現場で判断

するほうが迅速だという利点もあると思います。しかし、その判断材料である指針につい

ては、やはり、国、行政が示すべきなのではないかなと考えます。 

　さきに述べた伊達市の事例に関してですが、学校側が暑さ指数を体育の授業の前に確認

せずに授業を行ってしまったという経過が報道されておりました。来年に関しても暑さと

いうのは継続されることが十分に考えられます。やはり、マニュアルや現場判断時の客観

的な数値によって、どういう状況のとき、どのような動きをしなければならないかという

大枠に関しては、学校、保育現場にかかわらず、行政が整備すべきと考えます。 

　その点について、お考えをお示し願います。 

○議長（落合俊雄君）　保育所長。 

○保育所長（中山和生君）　保育所につきましても、熱中症アラート等の通知が来ており

ますので、先生たちには迅速に周知しておりまして、それでしっかり対応するようにとい

うことで通知しております。お子様を安全にお預かりすることが保育所の使命だと思って

おりますので、迅速な現場での対応を取らせておりました。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 
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○３番（國井葵君）　先ほどの質問の２なのですが、具体的に学校現場でどのような対策

がなされていたかです。例えば、私がお伺いしていた中には、指数計できちんと判断をし

ていたということ、あるいは、暑さ対策グッズの持ち込みを許容したという対応も聞いて

おります。 

　その点に関して、行政としてどのように現場の状況を把握していらっしゃったか、ご答

弁をお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　先ほど議員からもお話がありました暑さ指数計を各小・中学

校、高等学校において１台以上設置してございます。この指数が高い場合は、体育の授業

を中止したり、外での活動を中にして場所を変えたりするなどの対応をしてございます。 

　学校では、コロナ禍で準備した扇風機を活用するほか、窓を開けて風通しをよくする、

逆に、窓を開けずに遮光カーテンで熱を校内に入れないように工夫している学校もござい

ました。 

　また、非常事態に対応できるように、氷を大量につくって準備しておくことに加え、議

員が言われたとおり、家庭でできるような水筒の持ち込み、うちわ、クルーリング、保冷

剤などといった体を冷やす道具の持ち込みを家庭に呼びかけ、協力をいただきました。 

　さらに、中学校、高校につきましては、ジャージ登校の推奨も行いましたし、場合によ

っては部活動も中止するなどの対応をいたしました。 

○議長（落合俊雄君）　保育所長。 

○保育所長（中山和生君）　お答えいたします。 

　保育所につきましては、子どもは小さいですので、暑さ対策グッズというのはなかなか

難しいところでございます。そこで、先生たちが子どもたちに小まめな水分補給を、そし

て、窓を開けての温度管理等の対策、扇風機を入れたり、先ほど申し上げましたが、水遊

びをしたりして涼を取っております。 

　また、お昼寝のとき、霧多布にはエアコンがないのですけれども、冷風扇を使うなどし

て対策を取っているところでございます。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　各現場のご対応については私が聴取させていただいた内容と相違あ

りませんでしたし、本当に現場でのご尽力があったおかげかと思っています。 

　どの現場においても、本当に先生方がご尽力してくださっていて、この結果、この夏に

おいては本町では搬送された児童生徒などがおらず、学校に関して言えば、熱中症の症状

で保健室を利用する児童生徒が顕著に増えた様子も見られなかったと各学校からお伺いし

ております。 

　先ほど冷風扇や扇風機で対応していただいたということもお伺いしましたし、一例とし

て、霧多布小学校は、地域がご協力してくださったといいますか、一町民の呼びかけによ

って、保護者、地域住民の方が扇風機を貸し出してくださったということもお伺いいたし
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ました。 

　ただ、この夏の状況を踏まえますと、暑さが学校生活や保育環境、そのほか町民の環境

に大きな影響を及ぼしていることは事実だと考えます。この点について、現場で様々なご

対応をしていただいたとしても、やはり、その工夫や協力で防ぐことができる範囲には限

界があるのではないかと考えております。つまり、ハード面での環境整備の必要性につい

て挙げさせていただきます。 

　先ほども、学校では、窓を開けたほうが涼しい学校もあれば、開けないほうが顕著に暑

さの影響が出ない場合というご答弁もいただきましたけれども、浜中町の地域の特性上、

海側と山側で気温や気候に大きな差があるということを承知しております。 

　そこでご質問いたしますが、各学校からは、そういった地域性や気候を踏まえまして、

エアコンの必要性が挙げられているのかどうか、教育委員会が把握している学校現場から

の要望についてご回答をお願いいたします。 

　また、そういった学校からの声を踏まえまして、エアコンの設置に向けた検討を行って

くださっているのか、導入するとすればどのような機器、設備とするのか、この機械につ

いては全て同じ機械なのかという点についてもご回答をいただきたいと思います。 

　そして、その設置工事ですが、来年の夏、必要時に設置工事が可能なのか、お伺いいた

します。 

　これらの点について補正予算にて上程していただいておりましたし、新聞報道でも情報

については把握しておりますが、改めて、学校現場からの声、原課のお考えなど、想定し

ていらっしゃる財源なども含め、ご回答をお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　まず、各学校からの要望があるのかについてです。 

　１０月に浜中町校長会の役員が来庁し、新年度の予算に向けての要望書を提出されまし

た。その中で、今季の猛暑対策として、次年度以降、クーラー等の設置の要望がございま

した。 

　また、教育長をはじめ、職員が学校訪問で学校に出向いたとき、学校長からの暑さの現

状、また、その取組の話を聞く上で、今後の暑さ解消としてエアコンがあればいいという

ような必要性のお話が学校長からもありました。 

　そして、エアコン設置に向けた検討ですが、これらを踏まえまして、事務局としまして

もエアコンの設置については検討してございます。まだ具体的な金額についてはありませ

んが、町内の電気関連業者にエアコンを設置する場合の試算の依頼をかけているところで

ございます。 

　導入機種につきましては、今言いましたエアコンの試算を依頼した業者からは、それぞ

れの学校の教室の大きさなど、いろいろとありますが、基本、教室については天井つり下

げ型のもの、また、面積が小さい教室、例えば、保健室などについては壁かけ型のものが

適当ではないかというアドバイスをいただいております。 
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　なお、メーカーや機種についてはまだ具体的に決定してございません。 

　また、来年の夏には必要時に使用できるような設置工事が可能かということについてで

す。 

　先ほど議員も言われたとおり、今議会での補正予算案で審議をお願いすることとなって

おります保健室用のポータブルクーラーにつきましては、年度内で購入することで対応し

ようとしておりますが、今後、検討されるほかの教室につきましては、設置する学校、教

室、設置台数など、いろいろとありますし、議員が言われるとおり、全道的にもこの話題

はすごく大きく、他の市町村におけるエアコンの購入・設置状況、また、メーカーの生産

状況等もありますので、来年の夏には間に合わないと考えております。 

　なお、１２月の補正予算の関連になりますが、ポータブルクーラーの財源としましては、

国が進める新型コロナウイルス感染症における学校保健特別対策事業費として２分の１の

補助を受けて購入します。また、今後、検討される各教室のための財源につきましては、

現在、各機関・団体から国に要望等してございますので、今後、どのような補助等が整備

されるのか、その様子を見ながら進めていきたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　まず、学校全般といいますか、普通教室も含めてのエアコン対応に

ついては、もろもろの社会情勢などもあり、まだ詳しくは決まっていないというご答弁だ

ったと思います。 

　保健室に関してですが、こちらが報道にもあったことと今回の補正で上がっているもの

だと思います。この保健室へのクーラーの導入について、熱中症症状を発症した児童生徒

が救護をきちんと受けられる場として、避暑の場、つまりクーリングシェルターという概

念になるかと思いますが、そういったものがやはり必要であるというご意見を各学校から

多くお伺いしています。保健室が環境整備された場でなければならないという考えもお伺

いしました。 

　それから、学校を視察した際、私も様々なご意見をお伺いしたのですが、保健室のスポ

ットクーラーの設置についてです。 

　現場を見てみると、各学校によって保健室の広さにもばらつきがあります。また、窓の

つくりも様々だったという印象がありました。 

　特に、広さに関してですが、一般教室ぐらいの大きさの保健室のほか、一般教室を保健

室として活用している校舎も存在していますし、通常の保健室の広さといいますか、ベッ

ド１台と養護教諭用のデスクが置けるくらいの広さのところもありました。 

　恐らく、一口にエアコンと言っても様々な機器が存在するかと思うのですが、私が聴取

した声といたしまして、スポットクーラーの設置で保健室をクーリングシェルターとでき

るとお考えになっている学校も存在する一方、ドレンの処理が発生しないのだろうか、つ

まり、排熱の処理がうまくいかないと、スポットクーラーでは効率的に温度を下げられな

いのではないか、むしろ排熱によって温度が上がるのではないかというようなお声もいた
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だいております。 

　この点に関して再質問させていただきますが、各学校でつくりが違うお部屋に同じ製品

のクーラーを設置した際、効果的に涼しさを維持することが可能なのか、現時点での検証

や原課としてどのようにお考えになったかについてご回答をお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　まず、保健室の広さが各学校によって違うということについ

てです。 

　スポットクーラーのみで冷を採るほか、広さに合わせてサーキュレーターや扇風機を併

用するか、それは現場の判断で臨機応変に対応してもらわなければならないと思っていま

す。 

　そして、今回購入する予定の機種についてですが、言われたとおり、湿気も取ります。

ドレンということで下のほうにたまるようになっていますが、その水分を外に出すような

工夫もできるのか、今後、購入した時点で納入業者と協議してまいりたいと考えます。 

　また、排熱についてですが、窓から熱を出す機種でありまして、議員が言われました各

学校によって窓の大きさが違うということも考慮し、別売りの窓枠のものも予算に入れて

おりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　まず、保健室のスポットクーラーの概要というか、お考えについて

は承知いたしました。 

　関連しまして、スポットクーラーを設置する際の財源についてです。 

　先ほどご答弁にあったように、内訳として、２分の１は町財源で、残りの２分の１に学

校保健特別対策事業費補助金を充てるということで把握しました。 

　そこで、補助金の概要を少し調べてみたのですが、まず、目的としては、先ほどご答弁

にあったように、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による学校の各種対応につ

いて、その経費を補助するもので、その活用例として、大型の送風機やスポットクーラー

の購入などに充てることができるものとなっておりました。また、活用に関し、各事例を

一読しましたが、その中では、大型の冷房設備、天井の埋め込み型などの冷房設備は対象

外になるという記載を確認いたしました。 

　恐らく、財源から推察いたしますと、今回の補正で上げてくださったものについては、

まず、学校としてやれるところから着手してくださると解釈いたしました。そして、報道

にもあったのですが、今後、学校をはじめとして、公共施設についても冷房設備の設置を

検討していく町の姿勢であると解釈いたしました。 

　それを踏まえ、３点ほど質問させていただきます。 

　まず、私が発言した補助金の認識で相違がないか、二つ目として、補助金は再度活用す

ることが可能なのか、三つ目として、今後の学校公共施設の冷房対策について、先ほど通

常のエアコンについては町内の業者の方とも協議を進めているというご答弁もありました
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が、その点についてご質問をさせていただきます。 

　これらの質問の意図ですが、例えば、今回、保健室に設置するスポットクーラーで十分

な冷却効果が得られた場合、大がかりな工事が必要ない事業になり得るのではないかと考

えたからです。また、順次、教室にも同様の設備を設置したいとなった場合、この補助金

を再度活用することができるのかという意図も含んでおります。 

　今回、保健室の設置していただくのですが、根本としては、学校以外の施設も含め、子

どもたち、利用者の方が、毎日、一日の大半を過ごす環境を順次整備することが大前提な

のではないかと考えております。 

　今後の暑さ対策に関する環境整備として、学校以外の観点で、別の財源や大がかりな工

事なども視野に入れていらっしゃるのか、先ほどご答弁にもありました国の考えは逐次変

わると思いますけれども、現状で構いませんので、お考えをお示しいただければと思いま

す。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　まず、ご質問のありました学校保健対策の解釈についてです

が、議員が言われるとおりでございます。 

　そして、今後のスポットクーラーの機能状況も含め、補助金の活用ができるのかについ

てです。 

　スポットクーラーの機能の状況は、来年、活用してみないと分からないということがあ

りますので、まずはそれを見ていきたいと考えております。ただ、来年度、コロナ対策の

補助金があるのかどうかははっきりしておりません。また、あった場合でも、その要綱の

中で今までどおりスポットクーラーやポータブルクーラーが該当するのかを確認しなけれ

ばならないと思いますので、それも含め、関係部署と協議しながら取り進めてまいりたい

と思っております。 

　また、エアコンのことに戻りますが、あくまで事務局としてこのように動いているとい

うことです。後ほど恐らく質問があると思うのですが、町全体の公共施設のこともありま

すので、それも見ながら、何が何でも学校がということではありませんので、そこを調整

しながら関係する部署と取り進めてまいりたいと考えておりまして、ご理解をお願いいた

します。 

○議長（落合俊雄君）　副町長。 

○副町長（石塚豊君）　学校以外の公共施設の対策についてお答えいたします。 

　学校以外の児童クラブ、保育所、診療所、高齢者施設等の対策に関し、その詳細につい

ては後ほど担当課長から説明させますけれども、全体を通した町の考え方について私より

ご説明いたします。 

　議員のご指摘のとおり、今年の夏は町内でも観測史上最も暑い夏になりましたし、今後

も地球温暖化の影響と思われる気温の上昇、猛暑が懸念されます。 

　各施設のうち、今回、エアコンなどの冷房装置がない施設については、それぞれの施設
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におきまして、扇風機を配置したり、効果的な水分補給を行ったり、そういう対策で熱中

症予防の対策を講じてきました。 

　町といたしましては、これまで、冷房対策についてはあまり重視してこなかったのが正

直なところですけれども、これほど暑い日が続くということになりますと、その整備の必

要性、あるいは、有効性について認識を持たなければならないと思っておりまして、冷房

施設の整備について、今後、関係する部署を集め、協議、検討してまいりたいと考えてご

ざいます。 

　それぞれの施設におきましては、例えば、設置場所や電源の問題等がございます。また、

冷房の方法、財源の課題も非常に大きいところです。浜中町は、他の地域に比べますと、

割と冷涼ということもございますので、過大な整備、投資とならないよう、様々な角度か

ら検討協議し、整備について判断してまいりたいと考えております。 

　このことから、整備までの間、先ほどは今年の夏は無理だというお話がございましたけ

れども、施設利用者等の体調管理を最優先に、状況に応じた適切な熱中症予防対策に努め

てまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　次の質問に移りたいと思います。 

　今ご回答をいただきましたハード面の整備とは別に、ソフト面の整備が必要となる可能

性も考えられます。 

　現在、既に各自治体で協議が進められておりますが、夏季休業について、ソフト面の対

策をどのように考え、周知していくかという点について、現時点で協議されている事案が

ありましたらご答弁をお願いいたします。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　まず、臨時休校についてですが、熱中症警戒アラートの発令、

さらに、各学校において、暑さ指数計、また、熱中症指数計というものがあるのですが、

その値と児童生徒の健康状態を見ながら、学校長が判断して臨時休校ができるというよう

な通知も来てございますので、それに基づきまして、現状を見ながら、学校での臨時休校

の措置を取らせていただきたいと思います。 

　また、ソフト面についてですが、来年の夏季休業に向けて、現在、小・中学校では夏季

休業を２日延ばし、７月２５日から８月２０日までの２７日間とすることを検討してござ

います。 

　周知については、各学校に学校だよりというものがありまして、それで保護者への周知

をいたしますし、教育委員会としましては、毎回、長期休業に入る前日に防災無線により

町内全戸に対して児童生徒の見守り等をお願いしておりますが、今までどおり防災無線を

使って周知することを考えております。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　ソフト面の変更に関しては学校現場以外も該当するかと思いますが、
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変更や改正によって各方面での混乱が想定されます。それが仮に一時的だったり小さかっ

たりしても、その変更によって町民が不便を感じることがあってはならないと考えており

ます。そういったことを最小限にとどめるためにも細やかな周知、通達に努めていただけ

ればと思います。 

　以上、学校施設を中心にご質問をさせていただきましたが、学校以外の公共施設の現状

についてご答弁をお願いいたします。 

　これまでの質問と重複する部分のほか、私が把握していることもございますが、担当課

としてお考えになっていることや町として把握していることに関してお考えをお示しくだ

さい。 

○議長（落合俊雄君）　健康福祉課長。 

○健康福祉課長（渡部直人君）　学校以外の公共施設の健康福祉課関係の施設について説

明させていただきます。 

　初めに、茶内放課後児童クラブです。 

　令和元年の猛暑を受け、児童クラブの部屋の窓が開口できない構造としております。空

調は換気扇１か所と排気孔を開けての換気、扇風機での対応としておりましたが、対策が

十分ではないと判断しまして、その年の８月に熱中症対策として冷風扇を設置し、室内の

冷房を行いました。 

　しかし、室内全体の温度管理が不十分のため、熱中症等の健康被害を未然に防止するこ

とと保護者が安心して預けられる環境を整えるため、翌年の令和２年度にエアコンを設置

しております。 

　そして、霧多布放課後児童クラブについては、例年なら、夏休み明けは涼しくなり、窓

の開放と扇風機で十分対応できていましたけれども、今年は猛暑が続いたため、急遽、ス

ポットクーラーを８月に発注し、９月設置とはなりましたけれども、対策を講じていると

ころです。 

　次に、茶内歯科診療所については、待合室及び診療室に２台のエアコンを設置しており

ます。 

　浜中歯科診療所については、扇風機と窓の開放などによる対応となっております。 

　また、榊町にあります地域活動支援センターについては、調理室と保冷室の共用でエア

コンが１台設置されております。 

　そのほかの部屋の暑さ対策といたしましては、隣の子ども発達支援センターを含め、窓

の開放、扇風機等の対応のほか、各施設の支援員が利用者の健康観察を小まめに行うなど

の対応をしているところです。 

　そして、町の直接の管轄ではありませんけれども、町内にある社会福祉法人運営の老人

施設の状況です。 

　特別養護老人ホームハイツ・野いちごには、現在、エアコンが設置されておりません。

これまで、予算等の協議において、緊急性が他の改修と比べて優先度が低いということで
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支援の要請はありませんでした。 

　しかし、今年の猛暑を受け、熱中症対策といたしまして、来年度予算の関係で協議しま

したけれども、その際、エアコンの設置について、法人の中で中長期改修更新計画を策定

し、７年度に要望をしていきたいということがありました。これについては、国の補助メ

ニューの検討と法人独自で国等の補助の道を探すことに加え、自己負担分については町と

の協議となりますけれども、事前協議等をし、進捗状況を確認しながら、設置状況につい

ての対応を見守りたいと思います。 

　また、浜中にあるグループホームなごみにつきましては、昨年、日中に利用者が集まる

集会スペース用にエアコンを設置し、利用者の安全を図っていると聞いております。 

○議長（落合俊雄君）　保育所長。 

○保育所長（中山和生君）　それでは、各保育所の施設の状況について答弁申し上げます。 

　重複する部分はあるのですけれども、まず、霧多布保育所についてです。 

　こちらは、令和２年度に体温調節の難しい０歳児、１歳児のほふく室にエアコンの設置

を行っております。また、今年度、食品衛生上の観点から、調理室にエアコンを設置して

おります。 

　そのほかの保育室、お昼寝をするプレイルーム、職員室、事務室等にはエアコンはつい

ておらず、今は窓を開けての換気と扇風機の使用、また、子どもたちは水遊びなどをして

涼んだりするほか、お昼寝のときは冷風扇を使うなど、暑さ対策はしておりますが、やは

り、ここ数年の気温の高さは気になるところでして、各保育室やプレイルームにもスポッ

トクーラーやポータブルエアコンの設置必要性について内部協議を進めているところです。 

　次に、茶内保育所の状況ですけれども、令和元年度の建設時から地中熱とヒートポンプ

で空調が管理されておりまして、窓を開けての換気もしながら、全ての保育室で快適な温

度管理がされております。 

　次に、僻地保育所の状況です。 

　散布保育所、浜中保育所、姉別保育所は、それぞれプレイルームにのみエアコンが設置

されております。保育室にはエアコンは設置されていないのですけれども、保育室が暑く

てどうしようもないときにはプレイルームに避難して保育をすることもあります。お昼寝

時はエアコンが設置されているプレイルームで寝ますので、快適に寝られているようです。 

　ただ、僻地保育所の保育室は、どこも日当たりがよくて、保育士からは、安全な保育の

ためにエアコンの設置が望まれております。今のところ、僻地保育所では、先ほど申し上

げましたとおり、プレイルームに避難して涼むことができるのですけれども、今後は、保

育室への設置について、ほかの部署も含めて内部協議を進めていきたいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　診療所事務長。 

○診療所事務長（中山正教君）　診療所の実情を申し上げますと、エアコン、ポータブル

エアコンなどは設置されておりません。 

　今夏を振り返りますと、診療所内の午前は比較的涼しく、窓を開放すると風通りもよい
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のですが、日によってはお昼頃に室温が上昇し始めるので、今夏は１階の外来待合室と診

察室、２階の病室に扇風機を置いて対応いたしました。 

　診療所内では、医師、看護師と、冷房設備の強化ということで、エアコンの設置につい

て検討しているのですが、冬期間の診療所の暖房設備は床暖房と蓄熱暖房機でありまして、

室温がなかなか上がらないといった課題もございますので、寒冷地用の冷暖房エアコンの

導入について今後協議したいと考えております。 

○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　行政の仕組み上、複雑になってしまう点、あるいは、活用できる財

源にも制限があるなどといった課題があることは承知しておりますが、町内の暑さ対策に

ついて、今こうして課題が上がっている以上、対策できなかったという結果が生み出され

ることのないよう、関連課との連携を改めて強化しながら進めていただきたいと考えます。 

　次の質問に移らせていただきます。 

　今回、学校施設に関して視察を行った結果、暑さ以外の観点においても安全対策が十分

ではない箇所が見受けられました。 

　各学校施設の危険箇所や現状を把握しているか、学校、保護者から修繕要望は上がって

いないかという点についてご質問いたします。 

○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　まず、学校施設の現状把握についてお答えいたします。 

　毎年、新年度の予算作成に当たりまして、各学校より学校施設及び教職員住宅の修繕要

望を取りまとめてございます。それ以外にも、例年５月に教育長、管理課長による学校訪

問、１０月に教育委員による学校訪問を行い、管理職から施設の修繕要望を受けておりま

すし、６月、７月には教育長等により全ての一般教諭と面談をしておりまして、その場で

先生方の学校環境や住宅環境の要望を聞き取っております。 

　このように広く要望を確認しているという状況ですし、その要望を受けて、実際に私等

の職員が現場に行きまして、どのような要望で、どの程度のものなのかも確認してござい

ます。 

　また、それ以外の突発的な故障や破損につきましては、その都度、学校から連絡が来ま

すので、担当が現場を確認し、できるものについては自分たちでお願いしたり、業者にお

願いしたり、臨機応変に対応している状況です。 

　また、保護者や学校からの修繕要望もあります。これも繰り返しとなりますけれども、

学校からの修繕等の要望に対し、学校の管理職のみが修繕等の箇所を押さえるのではなく、

要望をまとめる上で教職員から聞き取りをしたり、中にはＰＴＡの役員と協議したりして

学校施設の環境について話されているのではないかと考えてございます。 

　ただ、全ての学校において教員と保護者の要望が反映されているとは言えません。その

ため、今後、そういった機会がありましたら、改めてＰＴＡ会議などで話題とするように

周知していきたいと考えていますので、ご理解をお願いいたします。 
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○議長（落合俊雄君）　３番國井葵議員。 

○３番（國井葵君）　現状に関して、定期的な現場確認を行ってくださったり、面談など

からも聴取していただいたり、また、地域やＰＴＡの声ということもありましたが、今回

私が視察に行った中で２点ほど気になった部分がありました。 

　まず、１点目は、浜中中学校の体育館の外壁のタイルの落下についてです。 

　外壁タイルの重さは推測できませんが、３０センチほどのかなり長いタイルで、直角部

分に埋め込んでいるものですけれども、それが３枚ほど落下していて、ポールとひもで生

徒が入らないようにバリケードをしている状態でした。 

　また、茶内小学校の旧校門の傾きです。私も数年前から傾いていることを認識しており

ます。もちろん、点検などから、現状としてすぐに対応しなければいけない案件ではない

のかもしれないのですが、大きな石の門が傾いている、落下物があるといったことに対し

て不安を抱く地域住民の方、保護者の方は存在するのではないかと考えますし、命に関わ

る重大な事故が起きる前に対策すべきなのではないかと思います。 

　学校の修繕に関しては９月の定例会でも述べさせていただきましたが、校舎の建て替え

という大きな問題が関連してくることも承知しております。ただ、危険箇所の現状を目に

したとき、施設をどのように長くもたせるか、どう少ない財源で補修していくかという点

ももちろん考慮しなければいけない大きな問題ではありますが、今いる児童生徒の安全を

最優先とし、独立した視点での安全管理を意識して対策していただけないかと考えており

ます。 

　安全対策という点、また、学校の配置、老朽化の整備という点に関しては総合計画にも

記載されておりますが、安全対策に関する明記はありませんでした。ただ、ないからとい

って行政として考えていないということではないと思っています。最も前提となる基本的

な概念なので、こういった計画には言葉としてはないにせよ、環境整備について、独立し

た視点から、安全対策としての学校修繕について目を向けていただきたいと考えておりま

す。 

　その点も含め、今回、役場庁舎のほか、先ほど答弁にありました茶内の保育所なども新

設されて、今年からは文化センターの改修工事も進んでおります。職員の皆さんの労働環

境が改善されるということ、また、利用する園児、町民がより快適な環境で過ごせるとい

うことは本当によいことだと思っているのですが、私も含め、大人たちがいい環境で労働

できている反面、古い校舎や園舎で過ごさなければいけない、特に霧多布のほうに関して

は、いつの状況も課題を抱え、対策しなければならないという状況にあると考えています。 

　そのことも踏まえ、最後にご質問させていただきます。 

　安全対策として、まず、学校の修繕をどのように進めていくのか、そして、町内の公共

施設において老朽化が目立ち、安全対策が万全とは言えない施設が多く存在する中、住民

の意見や視点をどのように反映していくのか、その２点についてお伺いし、質問を終わり

たいと思います。 
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○議長（落合俊雄君）　管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君）　まず、学校の安全対策に関し、気になった２点を挙げていた

だきました。 

　それにつきましてはこちらでも押さえております。今は手がつけられないような予算規

模ですけれども、見積りはいただいております。そして、浜中の体育館につきましては、

新年度の予算要求をさせていただいておりますので、それまでは、周りにポールとひもで

囲み、近寄らないように配慮していただきたいというお願いをさせていただいております。 

　また、茶内小学校の旧校門の傾きについてですが、私も現場を見てきてございます。 

　議員が言われるとおり、今すぐにという話ではないので、後のほうにさせていただいて

おりますが、現校舎が平成２年度に建設されて以降、残っているもので、当時のＰＴＡな

ど、学校関係者が学校の歴史として残してほしいということで置いているという可能性も

ございますので、それを確認するとともに、ご指摘がありました箇所を業者と一緒に確認

し、危険なのであれば撤去したいと考えてございます。 

　次に、全体としての学校の安全対策といいますか、ハード面については、基本的に、法

令違反となっていないか、なっているのであれば改修しますし、また、保守点検業者によ

って指摘されているところを第一に直していきたいと考えております。そして、今言われ

たとおり、児童生徒に危害が及ぶようなものは修繕等で対応していきたいと考えておりま

す。 

　なお、例えば、クロスが汚くなっている、じゅうたんがほつれているといったものは、

直接学校の授業に関係ないというわけではありませんけれども、そういうものは後に回さ

せていただき、先ほどお話しした２点についてはできるだけ早期に対応するように考えて

ございます。 

　また、ハード面のほかに、学校は教育現場ですので、ソフト面から、子どもたちに自分

自身を守る教育といいますか、危険なところに立ち寄らない、ふだんの生活でもけがをし

ないようにといった注意や教育を行い、自分たちでそういう力を身につけていくというこ

とも一つの大切なことでありますし、児童会活動などの中でも、危険なところに行かない

ようにということで、看板を立てたるというようなことも取組として行えば、意識の向上

が図られて、危険を避ける子どもたちに育っていくということも考えられますので、今後、

ハードとソフトを併せ、子どもたちの安全対策に取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（落合俊雄君）　教育長。 

○教育長（佐藤健二君）　今、管理課長が答弁されましたけれども、教育委員会といたし

ましては、学校、あるいは、社会教育施設については、議員がおっしゃられるように、児

童生徒、教育施設を利用する町民の方々の安全対策といいますか、安全に安心して施設や

学校に通えるようにすることが何よりも最優先することだという考えでいます。 

　また、当然ながら、施設や学校を管理する管理職、あるいは、施設を管理する方々から

スムーズに状況を把握しながら、今後も安全対策に努めていく所存でございます。 



- 47 - 

○議長（落合俊雄君）　企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君）　公共施設の関係について私からお答え申し上げます。 

　公共施設は様々な種類があるわけですけれども、本町で築３０年以上が経過した施設は

全体の３分の２で、約２３０以上の施設が残っている状況でございます。このことから、

施設の改修や修繕・解体時期が集中することが大きな行政課題になるものと認識しており

ます。 

　そこで、公共施設の新規建設の際は、当然、長期にわたっての利用人数などの予測、そ

のほか、財源対策としてのランニングコストなどを十分に協議し、進めていく必要があり

ます。その上で、新規建設事業を実施する際には、その公共施設の種類にもよりますけれ

ども、利用者や町民の皆さんのご意見をお伺いしながら進めていく必要があると考えてい

るところでございます。 

　また、既存施設の改修、修繕につきましても、例えば、公共施設等総合管理計画や各個

別施設長寿命化計画などに基づき、施設の老朽状況を踏まえ、随時協議し、財源対策の観

点から改修や修繕時期が集中しないよう進めていく必要があると考えております。 

　現在進めております総合文化センター長寿命化改修工事のように、不特定多数の方々が

利用する施設の改修などに関しましては、町民の皆さんにお知らせをする中でその施設の

機能を向上させる改修が必要と考えられる場合につきましては、利用者、それから、町民

の皆さんからご意見やご提言をいただくことを念頭に今後も進めさせていただきます。 

○議長（落合俊雄君）　以上で國井葵議員の一般質問は終了いたしました。 

　これで一般質問を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１４　議案第９９号　浜中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定　 

　　　　　　　について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１４、議案第９９号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　議案第９９号浜中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定について、提案の理由をご説明申し上げます。 

　このたびの条例改正は、全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康

保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令が公布され、子

育て世代の負担軽減、次世代育成等の観点から、出産する予定または出産した被保険者に

対する国民健康保険税の減額に係る規定を設けるもので、あわせて所要の改正を行うもの

であります。 

　改正の内容は、新たに、第２３条第３項として、国民健康保険税の納税義務者の世帯に

おいて、出産する予定または出産した被保険者に係る産前産後期間相当分の所得割額及び
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均等割額について、国民健康保険税の基礎課税分、後期高齢者支援金等課税分、介護納付

金課税分に関し、単胎妊娠の場合は４か月分、多胎妊娠の場合は６か月分を減額する規定

を追加するものであります。 

　また、低所得者軽減該当の出産被保険者の被保険者均等割額の減額については、７割、

５割及び２割の軽減適用後の産前産後期間相当分の国民健康保険税をそれぞれ減額する額

を規定しております。 

　次に、第２４条の３として、出産被保険者に係る届出について、国民健康保険税の納税

義務者が行う届出及び届出内容を確認できる書類などの届出に関する事項を規定しており

ます。 

　この条例の施行期日は令和６年１月１日からとしており、令和６年１月以後の期間に係

るもの及び令和６年度以後の年度分の国民健康保険税に適用するものになります。 

　なお、このたびの条例改正につきましては、去る１１月２１日に令和５年第３回浜中町

国民健康保険運営協議会に諮問し、同日付で答申をいただいているところであります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第９９号の質疑を行います。 

　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　１点だけです。 

　内容については理解しているのですけれども、この届出は出産予定日の６か月前から行

うことができるとなっています。 

　妊娠された場合、母子手帳等が交付されるかと思います。ただ、この制度はあくまで届

出をしてということなので、周知徹底が必要かと思うのですけれども、周知をする時期と

方法はどのように考えておられるのか、説明をいただきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　保健課長。 

○保健課長（渡部直人君）　今回の保険税条例の改正に関わる周知の方法についてです。 

　今回は１月の広報で周知することを考えております。また、既に妊娠届出等を受けてい

る方については、出産したときにも申請できます。 

　これは１月１日からの施行ですので、現実的には、生まれる月の前の月から生まれた月

の翌々月の４か月ですので、実質、１１月出生の方から減額の対象になります。今後、妊

娠届出があった際にそのお話をしてもらい、申請手続をしてもらうということになろうと

思います。 

　なお、令和５年度の対象者は５名いることになっておりますので、この方々に周知いた

します。また、今月が予定日の方がいらっしゃいまして、生まれてから、手続の際に個別

に周知を図りたいと思っています。 

　申請手続は、母子手帳の写しがあれば確認できます。 

　減額については、１月分、２月分、３月分の異動の届出を出してもらった翌月に減額の
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通知を出すことになりますが、保健師とも連携しながら周知を徹底してまいりたいと思い

ます。 

○議長（落合俊雄君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　これで質疑を終わります。 

　これから議案第９９号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

　これから議案第９９号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第９９号は原案のとおり可決されました。 

　この際、暫時休憩します。 

（休憩　午後　３時００分） 

（再開　午後　３時３０分） 

○議長（落合俊雄君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１５　議案第１００号　浜中町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定　 

　　　　　　　について 

　日程第１６　議案第１０１号　浜中町農業用水道給水条例の一部を改正する条例の制　 

　　　　　　　定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１５、議案第１００号及び日程第１６、議案第１０１号を

一括議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　議案第１００号浜中町水道事業給水条例の一部を改正する条例の

制定について及び議案第１０１号浜中町農業用水道給水条例の一部を改正する条例の制定

についてはいずれも関連がありますので、一括して提案の理由をご説明申し上げます。 

　本案につきましては、浜中町の将来の水道を見据え、持続可能な水道事業及び農業用水

道事業を推進するため、水道メーター使用料及び水道使用料を改正し、安心、安全な水道

水の供給、両事業の健全経営を図ることを目的として、本条例の一部を改正するものであ

ります。 
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　改正に当たり、令和４年度水道事業経営審議会を発足、水道事業、農業用水道事業とも

に経営審議をし、本年２月に提出された答申書を基に水道料金改定案を作成いたしました。 

　水道事業については本年５月末から７月上旬にかけて、農業用水道事業については本年

９月末から１０月末にかけて、各地域の需要者を対象に、料金改定案の住民説明会を実施

してまいりました。 

　説明会では、水道施設、管路の更新計画、料金改定の概要説明、料金改定後の財政収支

予測などを説明させていただき、事業者へ詳細内容の周知、ご理解を得た上でこのたびの

条例改正案として提案させていただくものであります。 

　議案第１００号浜中町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定についてでは、こ

れまで、設置者の負担で設置、更新しておりました農業用水道メーター器を当事業が設置、

更新し、貸与するものとし、新たにメーター使用料を賦課するもの、水道料金につきまし

ては、メーター使用料を平均３％程度の値上げ、基本料金及び超過料金は平均７％程度の

値上げとしております。 

　議案第１０１号浜中町農業用水道給水条例の一部を改正する条例の制定についてでは、

これまで、設置者の負担で設置、更新しておりました家事用、一般用、農業用の全てのメ

ーター器を浜中町が設置、更新し、貸与するものとし、水道事業と同様の使用料として新

たにメーター使用料を賦課するもの、また、農業用需要者につきましては、住居用として

新たに家事用メーター器を設置するもの、水道料金につきましては、基本料金及び超過料

金は、公平性を保つため、水道事業区域と料金を統一し、メーター使用料、水道料金を合

わせ、平均１６％程度の値上げとしております。 

　以上、提案の理由をご説明しました。詳細につきましては上下水道課長より説明させま

すので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（落合俊雄君）　上下水道課長。 

○上下水道課長（南秀幸君）　それでは、議案第１００号浜中町水道事業給水条例の一部

を改正する条例の制定について及び議案第１０１号浜中町農業用水道給水条例の一部を改

正する条例の制定について、一括して補足をご説明申し上げます。 

　議案書の６ページをご覧ください。 

　初めに、議案第１００号浜中町水道事業給水条例の一部を改正する条例の補足をご説明

申し上げます。 

　第１７条第１項では、現行、農業用水道メーター器は使用者の費用負担により設置、更

新するものとしておりましたが、但し書きを削り、町から貸付けすると改めるものです。 

　同条第３項では、文言整理とメーター使用料の改正で、同項の表を１３ミリ以下を３７

４円、２０ミリ以下を４０７円、２５ミリ以下を４２９円、４０ミリ以下を７８１円、５

０ミリ以下を１４０８円、７５ミリ以下を２２６６円、１００ミリ以下を２７９４円、１

５０ミリ以下を１万１６９３円にそれぞれ改めようとするもので、改正メーター使用料に

つきましては現況のメーター器購入費用及び工事費用に基づいた算定額となっております。 
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　第２３条は、水道料金の改正で、同条表の文言整理と、基本料金の家事用を２３５４円、

一般用を３０６０円、特殊営業用を６１２０円、農業用を２２１７円、浴場用を１万８８

３２円、臨時用、船舶用を３７６円、共用栓を２３５４円に改め、超過料金は、１立方メ

ートルにつき、家事用を２３５円、一般用を２８２円、特殊営業用を２８２円、農業用を

１１０円、浴場用を１８８円、共用栓を２３５円にそれぞれ改めようとするものでござい

ます。 

　第３０条第１項は、料金徴収に関する内容で、文言整理と文言の追加、削除をし、改め

ようとするもの、同条第２項は、料金納入期限を月の末日までとし、新たに加えようとす

るものです。 

　なお、附則では、この条例は令和６年４月１日から施行するものとし、経過措置の内容

としまして、令和６年３月検針分の使用量は４月３０日までに確定されるものであり、３

月分使用料として４月に請求する料金は改正前の料金となる経過措置内容でございます。 

　続きまして、議案書の８ページをお開きください。 

　次に、議案第１０１号浜中町農業用水道給水条例の一部を改正する条例の補足をご説明

申し上げます。 

　改正内容としまして、第２４条を第２５条とし、第１７条までを１条ずつ繰り下げ、第

１６条の表を第１７条とし、基本料金の農業用を２２１７円、一般用を３０６０円、家事

用を２３５４円に、１立方メートルの超過料金は、農業用を１１０円、一般用を２８２円、

家事用を２３５円にそれぞれ改めようとするもので、水道事業と同等の料金となっており

ます。 

　次に、第１５条を第１６条とし、第１０条までを１条ずつ繰り下げ、第１０条を加える

もので、第１０条の内容としまして、第１項から第３項は、水道メーター器の貸付保管で、

新たに加えるものとし、第１項は、水道メーター器は町から貸付けをするとし、内容は、

現行、農業用水道区域の全ての用途の水道メーター器は使用者の費用負担により設置、更

新するものとしておりましたが、改正により、町から貸付けをするもので、農業用水道メ

ーター器のほかに住宅用として新たに家事用水道メーター器を設置するものとしておりま

す。 

　また、農業用水道メーター器の更新工事、家事用水道メーター器の新規設置工事を町が

全て施工することとしております。 

　同条第２項は、水道メーター器の保管、弁償に関する内容、同条第３項は、メーター使

用料は給水料金と同時に徴収するものとし、同条第３項の表は、メーター使用料で、１３

ミリ以下を３７４円、２０ミリ以下を４０７円、２５ミリ以下を４２９円、４０ミリ以下

を７８１円、５０ミリ以下を１４０８円、７５ミリ以下を２２６６円、１００ミリ以下を

２７９４円、１５０ミリ以下を１万１６９３円とし、それぞれ新たに加えるもので、水道

事業と同等の料金となっております。 

　メーター使用料につきましては、浜中町建設工事執行規則に基づき、施工する全ての水
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道メーター器の設置・更新工事が完成し、検査に合格した後に料金を付加するものといた

します。また、水道メーター器の有効検定期間が８年間であることを踏まえ、改定以前に

使用者負担により設置、更新され、有効検定期間が残っている水道メーター器につきまし

ては町が更新するまでメーター使用料は発生いたしません。 

　なお、附則では、この条例は令和６年４月１日から施行するものとし、経過措置の内容

としましては水道事業と同様の内容となっております。 

　詳細は、議案関係資料４ページから８ページの新旧対照表をご覧ください。 

　以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第１００号の質疑を行います。 

　６番田甫哲朗議員。 

○６番（田甫哲朗君）　まず、料金改定についてはやむを得ない状況だなと理解しており

ます。 

　ただ、気になる点があります。 

　周知は図っているのですけれども、例えば、説明会に参加した人数が各地区で数名であ

ることが気になります。また、新年度から料金改定がされるということですけれども、私

の家内も含め、水道料金が上がるのだよねという声を聞くことがありません。果たして皆

さんは承知しているのかどうかということも疑問でして、新年度１日からということです

が、何かの機会に、再度、周知を図っておく必要があるのではないのかなと思っておりま

す。 

　そして、今回、料金改定されたことによって、供給単価と給水原価のアンバランスにつ

いてで、要は、原課が１トン売るたびにマイナスが生じるということですが、それがどの

程度改善されるのかです。 

　順次、耐震管に更新していく事業が今後計画されると思うのですけれども、管の更新が

されることによって現在の８０％という有収率から改善が見込めるかなと思うのです。例

えば、向こう何年かけて更新するというような見通しはあるのでしょうか。 

　あわせて、現在、一般会計から繰入れをしている状況についてです。今回の改正によっ

て削減できるということも考えられるのですけれども、管の更新が終わるまでは削減とい

うことの方向性ではなく、管の更新を優先していくべきではないのかなという思いもござ

いますので、その考え方を伺っておきたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　上下水道課長。 

○上下水道課長（南秀幸君）　ご質問にお答えいたします。 

　まず、周知についてです。 

　料金改定の説明会は、水道事業区域に関しては６月と７月、農業水道区域に関しては９

月と１０月に行いましたけれども、参加人数で申しますと、水道事業区域では７２名、農

業水道区域では１９名ということで、確かに人数は少なく、周知が不足していた可能性も

あるかなと思います。 
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　ただ、今年５月に料金改定の案について広報紙に掲載させていただきました。また、住

民説明会の呼びかけについては自治会配付もさせていただきましたし、防災行政無線で前

日と当日に参加を呼びかけております。 

　そういった中でも少なかったということであれば、今後の話になりますけれども、条例

改正が可決されましたら、その内容を再度周知するべく、広報紙に載せようと考えており

ます。本来であれば全町民に理解していただければありがたいのですけれども、そうした

ことで多くの方に理解していただくように周知しようと考えております。 

　次に、給水原価と供給単価の関係についてです。 

　先に水道事業について申しますと、令和６年度の収支は、現在、予算を組んでいるとこ

ろでございますけれども、給水収益として１３００万円程度の増を見込んでおります。そ

れに対し、経費は昨年より落ちますが、その計算でいくと、給水単価は上がります。それ

に対し、費用は落ちますので、給水原価も落ちます。ただ、実際の決算になってみないと、

どういった数字になるかははっきりと申し上げられませんけれども、供給のバランスにつ

いては改善される見込みです。 

　次に、有収率の関係についてです。 

　管路の更新計画でもって管路を更新していった場合に有収率が改善されるのではないか

ということですけれども、現在も有収率を改善するための漏水撲滅を進めております。た

だ、管路を更新する箇所で漏水している状況はありませんので、管路の更新によって有収

率が上がるといったことは想定しておりません。 

　漏水する箇所とすれば、やはり、メインの管路ではなく、枝管になるのですが、そうい

ったところは通常の運営の中で修繕し、有収率を上げていきたいと考えているところでご

ざいます。 

　次に、繰入金の関係についてです。 

　収支の見通しとして令和１９年までのシミュレーションをしております。その中で、給

水人口の減少、収益減少が見えておりまして、そこで、今回、料金改定をさせていただき、

給水収益を上げるといったことです。さらに、それに反して、更新事業で企業債償還の費

用は当然かかってきまして、その収支のバランスですが、令和１９年までの見通しとして、

５０００万円から６０００万円となっておりまして、企業債償還を平準化させるため、令

和１９年までの長い更新計画となっております。 

　本来であればもう少し期間を短くして更新すべきですけれども、収支バランスを考え、

２０年ぐらいの中長期の計画で更新事業をせざるを得ないということです。 

○議長（落合俊雄君）　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第１０１号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 
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　これで質疑を終わります。 

　これから議案第１００号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これから議案第１０１号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

　これから議案第１００号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１００号は原案のとおり可決されました。 

　これから議案第１０１号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１０１号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１７　議案第１０２号　工事請負契約の変更について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１７、議案第１０２号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　議案第１０２号工事請負契約の変更について、提案の理由をご説

明申し上げます。 

　本案につきましては、６月７日開催の令和５年第２回浜中町議会定例会議案第７２号を

もって工事請負契約の議決をいただき、現在施工中であります第３号配水池耐水補強工事

について、設計変更が生じたことから、契約金額５億１５１３万円を５億２４６６万７０

００円に変更契約しようとするものであります。 

　主な設計変更の内容につきましては、仮設配管に必要な配管類の増減、水槽の連絡用配

管部材の追加、また、社会情勢による水槽構造物の補強に必要な鉄筋類、配管部材等の納

入の遅延により、水槽内の防水塗装が１２月以降の施工となることから、水槽内の防寒養

生が必要となり、その経費を追加計上する内容となっております。 
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　なお、令和５年度、６年度の継続事業で、令和７年２月２０日としている工期に変更は

ありません。 

　ここに、議会の議決に附すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により、

議会の議決をいただきたく提案した次第であります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（落合俊雄君）　これから議案第１０２号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

　これから議案第１０２号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

　これから議案第１０２号を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１０２号は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

　日程第１８　議案第１０３号　令和５年度浜中町一般会計補正予算（第６号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　日程第１８、議案第１０３号を議題とします。 

　本案について、提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（齊藤清隆君）　議案第１０３号令和５年度浜中町一般会計補正予算（第６号）に

つきまして、提案の理由をご説明申し上げます。 

　このたびの補正は、歳出で、事業費の確定による減額や特定防衛施設周辺整備調整交付

金の確定による事業費の追加など、今後必要とされる経費について補正をお願いしようと

するもので、補正額は４４５６万円となります。 

　一方、歳入につきましては、各事業の特定財源として国・道支出金などを充てたほか、

不足する財源につきましては、基金繰入金１６９２万９０００円を充てさせていただいて

おります。 

　この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は９７億７４万８０００円となります。 

　次に、第２表地方債補正につきましては、地方債を財源とする事業の補正によるもので
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あります。 

　以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては企画財政課長より説明させ

ますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（落合俊雄君）　企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君）　議案第１０３号令和５年度浜中町一般会計補正予算（第

６号）について補足をご説明いたします。 

　第１条歳入歳出予算の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４４５６万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を９７億７４万８０００円とする、第２項では、歳入歳出予算

の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表

歳入歳出予算補正によるとし、第２条地方債の補正では、地方債の変更は第２表地方債補

正によるとしております。 

　１２ページから１４ページまでの第１表歳入歳出予算補正につきましては説明を省略さ

せていただきます。 

　１５ページ、第２表地方債補正は１変更で、起債の目的は衛生センター改修事業で、事

業費の確定に伴い、限度額を変更するものであります。 

　１６ページと１７ページの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては説明を省略さ

せていただき、説明の便宜上、２２ページの歳出から説明いたします。 

　２２ページ、歳出、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費４０万円の追加は、その

他一般行政に要する経費、９節交際費、町長交際費で不足見込み、３目財産管理費５０４

１万１０００円の追加、公の集会施設等管理に要する経費６８万５０００円の減及びその

他町有財産管理に要する経費１４１万４０００円の減は、全て事業完了に伴う執行残、基

金積立金、２４節積立金、特定防衛施設周辺整備調整交付金基金積立金５２５１万円の追

加は、新たに基金事業として一般廃棄物処理事業へ充当する分を積み立てするもの、４目

振興費５３万６０００円の追加、地域振興に要する経費３０万円の減は、１８節負担金、

補助及び交付金、自治会連合会補助で補助不要の申出によるもの、地域公共交通に要する

経費８３万６０００円の追加、１０節需用費消耗品費７万７０００円の追加は、町営バス

予備車両のスタッドレスタイヤ購入、１８節負担金、補助及び交付金、地方バス路線維持

対策補助７５万９０００円の追加は、釧路根室都市間バスの実績確定に伴うもの、８目ふ

れあい交流・保養センター費４５万円の追加は、ふれあい交流・保養センター管理運営に

要する経費、２５ページ、１８節負担金、補助及び交付金、ふれあい交流・保養センター

無料優待券負担金で不足見込み、３項１目戸籍住民基本台帳費７７万円の追加、戸籍住民

登録事務に要する経費、１１節役務費、手数料８万８０００円の増は、町長就任に伴う戸

籍総合システム認印登録に伴うもの、旅券発行事務に要する経費６８万２０００円の追加

は、１７節備品購入費、事務用機器購入でパスポート更新に関わる旅券電子申請導入に向

けた機器一式によるものとなります。 

　３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費１５７万４０００円の追加、基金積立金
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４５万円の追加は、２４節積立金、福祉振興基金積立金で、明治安田生命保険相互会社か

らの寄附分、住民税非課税世帯等物価高騰支援給付金に要する経費については全て事業確

定に伴うもので、１８節負担金、補助及び交付金、２７ページ、住民税非課税世帯等物価

高騰支援給付金１１７万円の追加は対象世帯の増に伴うもの、２目障がい者福祉費４３５

万９０００円の追加、障がい者福祉給付に要する経費４３７万２０００円の追加は、１９

節扶助費、自立支援医療給付費で実績見込み増によるもの、地域生活支援事業に要する経

費１万３０００円の減は、１４節工事請負費、施設補修工事で、Ｗｉ－Ｆｉ構築工事等の

完了に伴う執行残、２項児童福祉費１目児童福祉総務費１４２万１０００円の追加、放課

後児童クラブに要する経費１３万８０００円の追加、１０節需用費、燃料費６万８０００

円の追加は、移送サービス利用者の増に伴う不足見込み、１７節備品購入費、施設用備品

購入７万円の増は、霧多布放課後児童クラブに設置の置き型冷房除湿機、子育て支援セン

ターに要する経費、１７節備品購入費、施設用備品購入１７万円の増は、寄附金を活用し、

乳児用備品を購入するもの、常設保育所に要する経費７７万４０００円の減、１節報酬、

会計年度任用職員報酬１１７万１０００円の減から８節旅費、費用弁償３万３０００円の

減までは、会計年度任用職員１名が常設保育所から僻地保育所へ移動したことによるもの、

１０節需用費、消耗品費３０万６０００円の追加は、寄附金を活用し、おもちゃを購入、

修繕料２８万円の追加は、霧多布保育所電気暖房機修理、２９ページ、１７節備品購入費、

施設用備品購入２万７０００円の追加は、寄附金を活用し、加湿器１台を購入するもの、

へき地保育所に要する経費２３３万３０００円の追加、１節報酬、会計年度任用職員報酬

２２４万８０００円の追加及び３節職員手当等会計年度任用職員期末手当１８万３０００

円の追加は、いずれも常設保育所からの会計年度任用職員１名の異動による増と週当たり

の勤務日数増に伴う不足分、８節旅費、費用弁償３万４０００円の追加は、常設保育所か

らの会計年度任用職員１名の移動によるもの、１４節工事請負費、遊具設置等工事１３万

２０００円の減は、散布保育所遊具設置工事の完了に伴う執行残、その他児童福祉に要す

る経費、１４節工事請負費、遊具設置等工事４４万６０００円の減は、霧多布児童遊園地

及び暮帰別塩見団地の遊具設置工事の完了に伴う執行残、２目児童手当費９万１０００円

の追加は、児童手当に要する経費、２２節償還金、利子及び割引料、国庫負担金補助等返

還金で、令和４年度児童手当交付金特例給付分の再確定に伴うものとなります。 

　４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費４１４万９０００円の追加は、水道事業

会計繰出金で財源調整によるもの、３目予防費３８万５０００円の追加は、新型コロナウ

イルスワクチン接種に要する経費、１８節負担金、補助及び交付金、道自治体情報システ

ム協議会負担金で、健康カルテシステムの改修に伴うもの、３０ページ、４目環境衛生費

２０万１０００円の追加は、その他環境衛生に要する経費、１０節需用費、消耗品費でハ

ッチノック追加購入に伴う不足見込み、６目地域水道費７０万円の追加は、かんがい排水

事業用水施設管理に要する経費、１０節需用費、修繕料で２号配水池への送水ポンプ設備

の修理、２項清掃費２目じん芥処理費８０万５０００円の追加は、塵芥処理に要する経費、
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１０節需用費、修繕料で収集車のインジェクター故障修理、３目し尿処理費６１５万９０

００円の減、し尿処理に要する経費２０万１０００円の追加は、１０節需用費消耗品費で

バキュームホースを更新するもの、衛生センター管理に要する経費６３６万円の減は、１

４節工事請負費、衛生センター改修工事の完了に伴う執行残となります。 

　５款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１万４０００円の追加は、農業者年金事

務に要する経費、８節旅費、普通旅費で不足見込み、３目農業振興費１７３１万円の減は、

中山間地域等直接支払事業に要する経費、１８節負担金、補助及び交付金、中山間地域等

直接支払交付金で交付対象面積の確定に伴うもの、４目畜産業費１０万４０００円の追加

は、家畜防疫対策に要する経費、３３ページ、１０節需用費、燃料費で不足見込み、２項

林業費１目林業総務費２７９万４０００円の追加は、林道に要する経費、１２節委託料、

林業専用道測量設計委託料３５万３０００円の減は、委託完了に伴う執行残、１４節工事

請負費、林業専用道開設工事３１４万７０００円の追加は、軟弱路盤の敷厚規格の変更に

よるもの、２目林業振興費４万２０００円の追加、林業振興に要する経費６０００円の追

加は、１８節負担金、補助及び交付金、豊かな森づくり推進事業補助で補助額確定による

もの、有害鳥獣被害対策に要する経費３万６０００円の追加は、８節旅費、費用弁償でヒ

グマ出没による出役回数増に伴う不足見込みとなります。 

　６款１項商工費３目観光費２７万７０００円の追加、観光振興に要する経費１１万２０

００円の追加、１０節需用費、印刷製本費１１万１０００円の追加は、観光リーフレット

増刷に伴う不足見込み、１２節委託料、高齢者事業団作業等委託料１０００円の追加は、

作業員の単価変更に伴う不足分、観光施設に要する経費１６万５０００円の追加は、１０

節需用費、修繕料で、霧多布岬キャンプ場の水抜き栓取替え、４目中山間活性化施設費２

７万５０００円の追加は、中山間活性化施設管理に要する経費、３５ページ、１０節需用

費、修繕料で、草刈り機修理などに伴う不足分となります。 

　７款土木費５項住宅費１目住宅管理費４万８０００円の追加は、町営住宅管理に要する

経費、１１節役務費、損害保険料で町営住宅火災共済掛け金増によるもの、６項１目下水

道費５１万３０００円の追加は、下水道事業会計繰出金で財源調整によるものとなります。 

　８款１項１目消防費４９６万６０００円の減は、釧路東部消防組合に要する経費、１８

節負担金、補助及び交付金、釧路東部消防組合本部負担金５９万３０００円の減及び釧路

東部消防組合浜中消防署負担金４３７万３０００円の減で、いずれも負担額の確定による

もの、２目災害対策費１１１万１０００円の追加は、災害対策に要する経費、８節旅費、

普通旅費１５万８０００円の追加は、ヒアリング及び研修会出席に伴う不足見込み、１０

節需用費、消耗品費７５万２０００円の追加は、総合防災訓練材料費や津波救命艇備蓄品

購入に伴う不足見込み、１３節使用料及び賃借料、電波使用料１０００円の追加は、津波

救命艇の遭難自動通報局の追加に伴う不足見込み、１７節備品購入費、３７ページ、防災

用備品購入２０万円の追加は、津波救命艇の地震解錠ボックス設置に伴う不足見込みとな

ります。 



- 59 - 

　９款教育費１項教育総務費３目教育振興費は財源の組替え、２項小学校費、１目学校管

理費３７万５０００円の追加は、小学校管理に要する経費、１節報酬、会計年度任用職員

報酬７万８０００円の減は中学校費への組替え、８節旅費、費用弁償５万１０００円の追

加は、学校事務生１名の不足分、１７節備品購入費、校用備品購入４０万２０００円の追

加は、保健室でのポータブルクーラー設置に伴うもので、計４台分、２目教育振興費５０

万円の追加は、教育振興に要する経費、１７節備品購入費、図書購入で、寄附金を活用し、

散布小中学校の図書を購入、３項中学校費１目学校管理費５３万円の追加は、中学校管理

に要する経費、１節報酬、会計年度任用職員報酬７万８０００円の追加は、小学校費から

の組替え、８節旅費、費用弁償１７万１０００円の追加は、事務職員２名分で不足見込み、

１７節備品購入費、校用備品購入２８万１０００円の追加は、保健室へのポータブルクー

ラー設置に伴うもので、計３台分、４項高等学校費１目高等学校総務費４２万５０００円

の減は、高校管理に要する経費、１４節工事請負費、３９ページ、校舎等補修工事５３万

円の減は、無圧ヒーター更新工事完了に伴う執行残、１７節備品購入費、校用備品購入１

０万５０００円の追加は、保健室へのポータブルクーラー１台の設置によるもの、５項社

会教育費１目社会教育総務費２万７０００円の追加は、社会教育事業に要する経費、１８

節負担金、補助及び交付金、町文化振興補助で不足見込み、６項保健体育費１目保健体育

総務費１７万９０００円の追加は、スポーツ振興に要する経費、１３節使用料及び賃借料、

事務用機器借上料で不足見込み、２目社会体育施設費２８万９０００円の追加、大規模運

動公園管理に要する経費２８万５０００円の追加、４節共済費、会計年度任用職員厚生年

金保険料ほか３万２０００円の追加は、会計年度任用職員の雇用延長に伴う不足見込み、

１０節需用費、食糧費３万２０００円の増は、総合体育館２階のウオーターサーバー水の

購入、修繕料４２万９０００円の追加は、総合体育館の給湯循環ポンプ修理に伴う不足分、

１７節備品購入費、施設用備品購入２０万８０００円の減は、総合体育館水飲み器分の製

造中止に伴うもの、農業者トレーニングセンター管理に要する経費４０００円の追加は、

１２節委託料、施設管理清掃委託料で不足見込み、３目給食センター費９万円の追加は、

給食センターに要する経費、１０節需用費、修繕料で給食配送トラック修理に伴う不足見

込みとなります。 

　４２ページから４４ページの給与費明細書につきましては説明を省略し、次に歳入の説

明をいたします。 

　１８ページをお開きください。 

　歳入１０款１項１目１節地方特例交付金２０万７０００円の追加は、交付額の確定によ

るものとなります。 

　１４款使用料及び手数料１項使用料５目商工使用料２１万１０００円の追加は、１節観

光使用料、バンガロー使用料２１万６０００円の追加及び休憩舎使用料５０００円の減は、

今年度の実績額確定によるものとなります。 

　１５款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金２２７万７０００円の追加、２
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節障がい者福祉負担金２１８万６０００円の追加は、障がい者自立支援給付費等負担金で、

自立支援医療給付費の増によるもの、５節児童手当負担金９万１０００円の追加は、児童

手当負担金前年度精算交付金で、令和４年度分について、実績に基づく追加交付によるも

の、２項国庫補助金３目衛生費国庫補助金３８万５０００円の追加は、１節保健衛生費補

助金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助で、健康カルテシステム改修分

に充当するもの、６目教育費国庫補助金３９万２０００円の追加、１節小学校費補助金２

０万円の追加及び２節中学校費補助金１４万円の増及び３節高等学校費補助金５万２００

０円の追加は、いずれも学校保健特別対策事業費補助で、それぞれ小中高等学校の保健室

へのポータブルクーラー購入に対するもので、事業費の２分の１を計上、７目防衛交付金

４０９９万円の追加は、１節特定防衛施設周辺整備調整交付金で、交付額の確定によるも

の、８目１節新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金４万６０００円の減は、

住民税非課税世帯等物価高騰支援給付金事業費の確定によるものとなります。 

　１６款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金１０９万３０００円の追加は、３節障

がい者福祉費負担金、障がい者自立支援給付費等負担金で、自立支援医療給付費の増によ

るもの、２目農林水産業費道負担金１２９８万２０００円の減は、１節農業費負担金、中

山間地域等直接支払交付金で、事業費の確定によるもの、２項道補助金１目総務費道補助

金３４万１０００円の追加は、２節総務費補助金、地域づくり総合交付金３４万１０００

円の増で、旅券電子申請機器導入分事業費６８万２０００円の２分の１を計上、４目農林

水産業費道補助金３０００円の追加は、２節林業費補助金、豊かな森づくり推進事業補助

で、事業費の確定によるものとなります。 

　１８款寄附金、２０ページ、１項寄附金２目民生費寄附金９３万９０００円の追加、１

節社会福祉費寄附金４４万９０００円の追加は、団体寄附１件、２節児童福祉費寄附金４

９万円の追加は、個人寄附１件、団体寄附１件、４目１節教育費寄附金４９万円の追加は、

団体寄附１件によるものとなります。 

　１９款繰入金１項基金繰入金１目１節財政調整基金繰入金１７７７万８０００円の追加

から８節ふるさと納税基金繰入金１５３万４０００円の減までは、このたびの補正に伴う

財源調整となります。 

　２１款諸収入６項４目１節雑入１７３万１０００円の追加は、公益財団法人北海道市町

村振興協会市町村交付金１７３万１０００円の増で、宝くじ交付金の交付によるものとな

ります。 

　２２款１項町債２目衛生債８４０万円の減は、１節保健衛生債、衛生センター改修事業

債（公適債）で、事業費確定に伴うものであります。 

　以上、議案第１０３号の補足説明といたします。 

○議長（落合俊雄君）　これから、議案第１０３号の質疑を行います。 

　歳入歳出一括して行います。 

　５番川村義春議員。 
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○５番（川村義春君）　それでは、質問いたします。 

　説明を聞き漏らしたので、教えていただきたいのですけれども、２３ページの地域振興

に要する経費のうち、自治会連合会補助についてです。 

　今回、当初予算３００万円を全部落とすということですが、自治会活動の運営費的なも

のを今までは補助していたと思うのですよ。これがゼロということはどういうことなのか、

改めて教えてください。 

　次に、２５ページの旅券発行に要する経費のうち、事務機器の購入についてです。 

　６８万２０００円という大きな金額でありまして、説明によりますと、パスポートの更

新の電子申請に係る機器の整備ということですが、具体的にどのようなものなのか、この

説明だけでは理解できませんでした。例えば、パスポートを出すときに顔の認証をするも

のが入っているのかどうか、教えていただきたいと思います。 

　次に、３１ページの地域水道費のかんがい排水管管理に要する経費のうち、修繕料７０

万円についてです。 

　ちょっと大きいのですけれども、２号配水池の何とかということで、聞き取れなかった

ので、詳しく教えていただきたいと思います。 

　次に、じん芥処理に要する経費のうち、修繕料８０万５０００円についてです。 

　収集車のインジェクターがどうのと言っていましたが、具体的にはどの部分の修理にな

るのか、教えてください。 

　次に、３３ページの林道に要する経費のうち、工事請負費３１４万７０００円の追加に

ついてです。 

　説明では、軟弱路盤の敷厚規格変更に伴う追加ということでした。当初は３３５６万円

の予算がありまして、今回、これを補正して３６７０万７０００円になるのですが、土工

定規図で説明していただければ分かりいいのかなと思うのです。 

　要は、林道だから、幅員は３メートルぐらいですよね。例えば、下層路盤が何センチ厚

で、その上に砂利を何センチ敷くのか、軟弱地盤で、それが何センチ増えたのか、２層に

するのか、３層にするのか、それもあると思うのですけれども、それらの構造は土工定規

図で判断するのが一番早いのかなと思っていますので、それをお知らせいただければと思

います。 

　次に、３９ページのスポーツ振興に要する経費のうち、事務用機器借上料についてです。 

　１７万９０００円の補正であります。当初予算１１万１０００円の事務費借上料の内容

と不足見込み額の１７万９０００円の内容について伺いたいと思います。説明では不足見

込みとしかないものですから、中身について知っておきたいなと思います。 

　次に、その下の大規模運動公園管理に要する経費のうち、修繕料４２万９０００円につ

いてです。 

　ウオーターサーバー機の修理と聞いたような気がするのですが、間違いであれば訂正し、

お知らせをいただきたいと思います。 
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○議長（落合俊雄君）　企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君）　２３ページの地域振興に要する経費のうち、自治会連

合会補助３０万円の減額に関してお答えを申し上げます。 

　先ほどの私からの補足説明でも申し上げましたが、自治会連合会から補助不要の申出が

あったことによる減額でございます。 

　自治会連合会では、コロナ禍の中、それまで活動していたことでもできなかったものが

あるということで、収支に若干の余裕が生まれたということです。実は、おととしも減額

させていただいたのですけれども、今年度も役員会等の開催を経て、３０万円の補助金も

そうですが、２８の各町内会、自治会からいただいている会費も今年度は全くストップし、

収支的なバランスを図っていくということによる申出となっております。 

○議長（落合俊雄君）　住民環境課長。 

○住民環境課長（山平歳樹君）　２５ページの旅券発行事務に要する経費のうち、備品購

入費６８万２０００円の内容についてご説明いたします。 

　現在、パスポートを申請するときには紙の申請となっておりますが、これからはスマー

トフォンで申請が可能となります。ただ、その際、電子で申請されたパスポート申請を自

治体で審査をするという作業が出てきます。それを審査するため、パソコンの関係の一式

を用意するということで予算計上させていただきました。 

　次に、３１ページのじん芥処理に要する経費のうち、修繕料８０万５０００円について

です。 

　これはごみ収集車の修繕料ですが、経過と内容について申しますと、ごみ収集車の走行

時に排ガス中の粒子状物質を除去するものであるＤＰＤの再生が度々表示されるようにな

りました。 

　手動再生完了直後にエンジン警告灯が点灯したため、整備工場に診断を依頼したところ、

エンジン側のインジェクターの不具合に起因して不完全燃焼を起こし、粒子状の物質の蓄

積が異常に早く起こったと考えられまして、それを解消するため、インジェクター６か所、

ＤＰＤフィルター交換、排ガスを浄化する触媒の交換等を行っております。 

○議長（落合俊雄君）　上下水道課長。 

○上下水道課長（南秀幸君）　同じく、３１ページのかんがい排水事業用水施設管理に要

する経費のうち、修繕料の内容についてご説明申し上げます。 

　西円朱別新浄水場の送水ポンプの修理でございまして、この送水ポンプは農業水道区域

に設置されております２号配水池へ送水するポンプとなっております。 

　こちらが本年１０月に無送水、いわゆる送水ができないということで警報が鳴りまして、

現場を調査しましたところ、調査の結果、この送水ポンプは陸上型の送水ポンプになって

おりまして、送水に必要な呼び水を落とさないためのフート弁が設置されているのですが、

それが動作不良を起こしまして、水落ちが発生し、送水ができないといった状況でござい

ました。 
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　その後の対応として、ポンプメーカーにより応急的な修理を施しておりまして、現在、

応急的なもので運用している状況でございますけれども、フート弁を全く新しいものに替

えるのが恒久的な修理ということで、今回、修理の補正とさせていただきました。 

　なお、内訳ですけれども、修理費として９９万円、予算残額が２９万円ございまして、

今回の不足分として７０万円を追加させていただきました。 

○議長（落合俊雄君）　農林課長。 

○農林課長（渡邊馨君）　３３ページの林道に要する経費のうち、林業専用道開設工事の

増額についてお答えします。 

　まず、設計変更による増ということで、先ほど路盤層の話が出たのですけれども、本来、

当初設計では上層路盤のみの設計を組んでおりました。それにつきまして、先ほど補足説

明でもありましたけれども、一部に軟弱地盤があり、１層であれば排水機能に支障を来す

おそれがあることから、このたび施工業者と協議した結果、単層ではなく、２層路盤、俗

に言う上層路盤と下層路盤、それに合わせ、軟弱地盤ということから、河床路といって川

の底の部分の層厚も変更しないと機能的にはもたないということで、以上の理由から設計

変更による増となりました。 

　ちなみに、先ほど定規図の話も出ましたけれども、もう少し詳しく言いますと、層厚に

つきましてはまちまちですが、標準区画において、上層１０センチ、下層１５センチの層

厚で施工します。もともと２０センチだったものが合計２５センチとなります。 

　なお、幅員の話も出ましたけれども、幅員は３メートル、延長は１２００メートルの工

事となります。 

○議長（落合俊雄君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君）　３９ページのスポーツ振興に要する経費のうち、使用料

及び賃借料、事務用機器借上料についてご説明いたします。 

　こちらの追加についてですが、現在、文化センターを改修中でありまして、社会教育の

職員が総合体育館で事務を行っています。そのため、コピー借り上げの枚数が増となって

おりますので、追加補正させていただきたいと思っております。 

　続きまして、大規模運動公園管理に要する経費のうち、需用費、修繕料についてです。 

　総合体育館の給湯循環ポンプに１次ポンプと２次ポンプがありまして、どちらとも故障

しているということで取替えの予算を計上させていただきました。 

　９月１５日から厚岸町で開催された豊かな海づくり大会の際に警察官１３０人くらいが

総合体育館で待機したのですが、その際、体育館でシャワーを利用したいということで、

ボイラーをたいて運転したところ、お湯が温まらないということが判明しました。そこで

原因を業者に見てもらったところ、そのポンプが故障しており、お湯が回らないという現

象になっておりました。 

　業者によると、今年は湿度が高かったため、芯棒がさびている状態だったにもかかわら

ず、負荷をかけてモーターを回し、焼けてしまったとのことですが、ほかの施設でも多々
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見られたということです。 

　今後は、夏場でも定期的にボイラーをたいてポンプを回したほうがいいというアドバイ

スをいただいておりますので、来年度からはそういう対策をしたいと思います。 

○議長（落合俊雄君）　５番川村義春議員。 

○５番（川村義春君）　２３ページの自治会連合会の補助についてです。 

　コロナの影響で今年は活動がまるっきりなかったため、お金が余っているということな

のでしょうけれども、次年度はどういう考え方ですか。今年度に引き続き同じ額を当初予

算で計上するのか、確認しておきたいと思います。 

　次に、２５ページのことですが、パスポートがスマホで申請できるようになるけれども、

自治体が審査をするための機器だということでした。 

　次に、３３ページの林業専用道の開設工事についてですが、詳しくご説明をいただきま

した。普通であれば上層路盤のみの設計であるけれども、軟弱路盤であるので、下層路盤

も含めて、合わせて２５センチの路盤厚で工事を進めたい、そのための設計変更だという

ことでした。 

　ほかについても了解です。 

○議長（落合俊雄君）　企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君）　自治会連合会の補助金のことについての再質問にお答

えをいたします。 

　令和６年度におきましては、今年度と同じように３０万円の予算要求をさせていただき

たいと考えております。今年度の決算状況を踏まえ、自治会連合会からどのような話があ

るかということはあるかもしれませんけれども、まずは予算を確保していきたいと思って

おります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

延　　会　　宣　　告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（落合俊雄君）　お諮りします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（落合俊雄君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

　本日はこれで延会します。 

（延会　午後　４時３７分）


